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一
人
一
人
の
行
動
が

　
　

ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

【まちの財政公表】(p6~7)

令和３年度下半期
補正予算状況等について
【New Face】（p8)

令和４年４月１日付新採用職員紹介
【Heaith information】(p12)

風しん抗体検査クーポン券配布中

【地域おこし協力隊活動日誌VOL.55】(p16)

Main presenter 井上隊員

【特集】(p2~5)

つくる責任・つかう責任

【行政NAVI】(p14)

結婚新生活支援事業を実施しています



　

矢
祭
町
の
令
和
２
年
度
の
ご

み
の
排
出
量
は
可
燃
ご
み
が
１
，

６
３
９
t
、
不
燃
ご
み
が
２
０
７

ｔ
、
資
源
ご
み
が
87
ｔ
で
し
た
。
こ

の
５
年
間
を
比
較
す
る
と
、
可
燃

ご
み
が
だ
ん
だ
ん
と
増
え
て
お
り
、

町
の
ご
み
排
出
量
に
も
増
加
の
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

町
の
人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み

の
排
出
量
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
矢
祭
町
の
令
和
元
年
度
に
お

け
る
１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
排

出
量
は
約
９
０
８
ｇ
で
あ
り
、
５

年
前
の
平
成
26
年
度
は
約
５
９
７

ｇ
、
比
較
す
る
と
約
３
１
１
ｇ
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和

元
年
度
に
お
け
る
福
島
県
平
均
の

１
人
１
日
あ
た
り
の
ご
み
の
排
出

量
は
１
，
０
３
５
ｇ
で
あ
り
、
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
全
国
で

ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

排
出
さ
れ
た
ご
み
を
処
理
す
る

の
に
私
た
ち
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
に
お
い
て
矢

祭
町
で
ご
み
処
理
の
た
め
に
使
っ
た

お
金
は
約
２
０
５
，
９
３
１
千
円
。

そ
の
内
訳
は
、
２
０
５
，
３
７
２
千

円
が
東
白
衛
生
組
合
の
運
営
負
担

金
（
し
尿
処
理
・
斎
苑
事
業
含
む
）

と
し
て
、
５
５
９
千
円
が
町
内
の

不
法
投
棄
の
回
収
、
処
理
な
ど
の

清
掃
活
動
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
私
た
ち
が
普

段
購
入
し
て
い
る
ご
み
袋
の
代
金

も
東
白
衛
生
組
合
の
運
営
費
に
充

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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【特集】　つくる責任・つかう責任

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
必
ず
で
て
し
ま

う
「
ご
み
」。
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
便
利
な
時

代
に
な
っ
た
分
、
使
い
捨
て
商
品
の
増
加
や

生
活
雑
貨
な
ど
を
安
価
に
入
手
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
ま
だ
使
え
る
物
も
す
ぐ
に
捨

て
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

に
よ
り
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク
や
ゴ
ム
手
袋
な

ど
の
感
染
予
防
の
た
め
の
ご
み
や
外
出
自
粛

が
続
い
た
こ
と
で
家
に
居
る
時
間
が
長
く
な

り
、
ご
み
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、

私
た
ち
の
未
来
に
向
け
て
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
み
処
理
費
用
等
に

　

約
２
０
５
，
９
３
１
千
円

ご
み
の
排
出
量
は
増
加

５
年
前
に
比
べ
、

３
１
１
ｇ
増

令和元年度実績（ｇ/人・日）
矢祭町　　　　　　９０８
福島県平均　　　１０３５
全国平均　　　　　９１８
※１人１日あたりのごみ排
出量＝ごみ総排出量÷総人
口÷３６５

捨
て
る
に
も
費
用
が
か
か
る

可燃ごみ▶主に台所の生ごみ（水切りを十分にしてください。） や貝がら、ゴム類、革製品、発泡スチロール、紙おむつ、　
　　　　　プラスチック製品などが可燃ごみです。

不燃ごみ▶ゴム製品、せともの、ガラスくず、プラスチック、金属くずなどの燃やせないごみです。

資源ごみ▶新聞、段ボール、雑誌、飲料用パックなどのことです。 それ以外のリサイクルできる紙（チラシ、はがき・封筒、
　　　　　コピー紙、トイレットペーパーなど）のことを雑がみといい、これも古紙に含まれます。

矢祭町ごみ処理状況の推移

つくる責任
つかう責任

清掃事業及び不法投棄防止事業
５５９千円

東白衛生組合　運営負担金
（ごみ・し尿処理、斎苑など）

２０５，３７２千円

約２０５，９３１千円

令和２年度に矢祭町のごみ処理などに使われ
たお金のほとんどは東白クリーンセンターを
運営する東白衛生組合に支払われています。

１人１日あたりのごみ排出量

▶排出されたごみは東白クリーンセン
　ターにて処理されています。

私たちの未来に向けて



分別収集を再度心がけ
出来ることから取り組んでほしい

　

郡
内
４
町
村
か
ら
出
る
ご
み
は

塙
町
に
あ
る
東
白
衛
生
組
合
で
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
今

も
な
お
、
ご
み
の
排
出
量
が
増
え

続
け
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
小
野

さ
ん
は
「
現
在
は
身
の
回
り
の
物

が
豊
富
で
簡
単
に
手
に
入
る
時
代

に
な
っ
て
お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
や
安
価
な
物
の
使
い
捨
て
が

身
近
な
原
因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
福
島
県
で
は
、
震

災
以
降
も
台
風
や
地
震
な
ど
の
災

害
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
ご
み
も

原
因
の
１
つ
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
ご
み
が
増
え
続
け
る

こ
と
で
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る

の
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
排
出
量
が
増
え
れ
ば
、
そ
の

分
ご
み
の
処
理
に
も
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
結
果
、

設
備
機
器
の
消
耗
が
早
ま
り
、
修

繕
費
用
も
増
え
、
施
設
全
体
の
寿

命
が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
焼
却
処
理
に
伴
い
排

出
さ
れ
る
焼
却
灰
は
ご
み
の
排
出

と
共
に
増
え
続
け
、
焼
却
灰
を
投

棄
す
る
た
め
の
最
終
処
分
場
の
埋

立
残
量
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
や
大
き
め
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
搬
入
も
増
え
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
外
部
へ
の
搬
出
処

理
が
必
要
と
な
る
た
め
処
理
費
用
も

増
え
、
現
在
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
海

外
排
出
が
制
限
さ
れ
、
国
内
廃
棄
が

飽
和
状
態
と
な
り
保
管
場
所
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
で
す
。」

　

で
は
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に

ご
み
と
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
の

か
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
使
い
捨
て
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
一
人
一
人
が
ご
み
に
関
心
を

持
っ
て
４
Ｒ
（
ご
み
を
減
ら
す
運

動
）
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
生
活
の
上
で
必
要
と
す
る
物
も

決
め
て
、
安
価
だ
か
ら
と
言
っ
て

不
要
な
物
や
無
理
に
買
い
換
え
な

く
て
も
良
い
も
の
は
購
入
し
な
い

よ
う
に
心
が
け
、
も
っ
た
い
な
い

の
精
神
を
も
っ
て
今
あ
る
物
を
使

用
す
る
な
ど
が
大
切
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
自
体
が
排
出
さ
れ
た

ご
み
を
加
工
し
て
で
き
る
物
な
の

で
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
ご
み

を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
最
も
大

切
に
な
り
ま
す
。
分
別
収
集
を
再
度

心
が
け
て
も
ら
い
４
Ｒ
の
取
り
組
み

と
併
せ
て
身
近
で
で
き
る
こ
と
に
取

euseＲ （再利用）

ものを繰り返し長く使うことで、ごみを減
らすということです。フリーマーケットや
リサイクルショップで中古品を買ったり、
何回も使えるリターナブルびんを使ったり
することで、ごみを減らすことができます。

４Ｒ

Ｒefuse（発生回避）
ごみの元になるものを買ったり貰ったりし
ないことで、ごみを減らすという取り組み
です。エコバックを活用してレジ袋をもら
わない、マイタンブラーを使用して使い捨
て容器をもらわないなどの行動です。

で
き
る
こ
と
か
ら
こ
つ
こ
つ
は
じ
め
る

ご
み
を
減
ら
す
４
Ｒ
の
取
り
組
み
を
実
践
し
よ
う

▶ごみを分別し、再資源化（Recycle） ▶エコバックの積極的な活用（Refuse）
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Ｒeduce（排出抑制）
ごみの発生を少なくすることで、丈夫な
服を買って長く着回したり、詰替え用洗
剤を使うことでごみを減らしたりする取
り組みです。物がごみになることを抑え
ることが大切です。

ecycleＲ （再資源化）

ごみを再び原材料に戻したり、エネル
ギーとして有効に活用したりすることで
す。びんや紙、ペットボトルなどはリサ
イクルしやすい材料として知られている
ます。

東白衛生組合事務局長

小野　浩さん

Profi le

【おのひろし】
塙町出身。令和３年４月
に事務局長に就任。

　ごみの焼却灰を埋め立てて最終的に処分する施設であ
り、この一般廃棄物最終処分場（第２期）は循環型社会形
成推進交付金・震災復興特別交付金を活用し新設され、平
成３０年より稼働しています。埋め立てる際、雨水などで
汚れた物質が浸出しないよう厳重に管理されています。な
お、この処分場は約２０年分の焼却灰を収容できる見込み
ですが、私たちのごみ排出量が増えることで早まる可能性
もあります。

【特集】　つくる責任・つかう責任

▶手作業で一つ一つごみを分別する東白衛生組合の職員

一般廃棄物最終処分場（第２期）　ごみを削減することで私たちの

暮らす環境を守ることができる以

外にも、処理施設の長期利用が見

込め、長期的に利用することで将

来建設するごみ処理施設の規模を

縮小し、施設周辺の環境に対する

負担を減らすことができます。そ

してこれは次世代への負担減少へ

とつながります。

　そのために一人一人がごみを減

らそうという意識を持つことが大

切です。無駄な物を買わず、繰り

返し長く使うなどの４Ｒの取り組

みを実践していただくことがごみ

削減への第一歩と考えています。

　ごみを減らすために他人事では

なく、まずは自分ができることを

していただきたいと思います。

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
す
る

意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

町民福祉課生活環境グループ

鈴木雅人主任主事
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地方自治法並びに町条例の規定に基づき令和 3
年度下半期（令和 3 年 10 月～令和 4 年 3 月）
における補正予算状況、基金、町有財産及び町
債の状況についてお知らせします。

●より良い町づくりを目指して基金を有効活用

■一般会計・特別会計予算状況　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　単位▶千円

会計名 9月定例会後
の予算額

11 月 2日
専決

12 月
定例会

12月 27日
専決

1月
臨時会

3月
定例会

3月
臨時会

3月 31 日
専決

令和
3年度
最終予算

一般会計 5,206,712 4,122 63,181 77,078 99,444 41,188 177,887 22,378 5,691,990

特

別

会

計

国保 641,377 0 2,671 0 7,037 12,152 8,633 △ 9,064 662,806

工場 1,458 0 0 0 0 △ 259 0 0 1,199

宅造 26,506 0 0 0 0 0 △ 12,000 0 14,506

農集排 31,567 0 0 0 0 △ 981 0 0 30,586

介護 630,756 0 130 0 0 31,034 △ 90 15 661,845

後期高齢 140,275 0 0 0 0 △ 627 8,331 △ 17 147,962

霊園 3,461 0 0 0 0 △ 211 △ 100 0 3,150

　合　計 6,682,112 4,122 65,982 77,078 106,481 82,296 182,661 13,312 7,214,044

区　分 土地（地積） 建物（延床面積）

行

政

財

産

本庁舎 3,168 1,300

その他の

行政機関

警察（消防施設） 848 ‐
その他の施設 ‐ ‐

公共用財産

学校 55,317 11,971
公営住宅 19,157 6,761
公園 36,466 ‐
その他の施設 145,458 24,559

山林 ‐ ‐

その他 ‐ ‐

計 260,414 44,591

普

通

財

産

宅地 87,188 6,879

田畑 3,151 ‐

山林 3,524,662 ‐

その他 23,967 ‐

計 3,638,968 6,879

合計 3,899,382 51,470

区　　　　分 令和 2年度 令和 3年度 増　減 基　金　の　説　明

財政調整基金 1,538,673 1,593,827 55,154 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減債基金 549,836 401,302 △ 148,534 町債の繰上償還財源のための基金  

公共施設等整備基金 500,086 700,107 200,021 公共施設や備品の計画的な整備に充てるための基金

21. ふるさと人づくり基金 94,242 95,808 1,566 町民の人材育成事業のための基金 

ふるさとづくり基金 12,006 16,027 4,021 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金 

福祉基金 465,608 465,617 9 高齢者事業のための基金 

地域産業振興基金 300,374 300,382 8 農林水産業、商工観光業振興のための基金   

地域振興基金 64 64 － 地域における福祉活動等のための基金  

土地開発基金 99,903 100,010 107 公共の利益のための取得事業の基金   

ふるさと水と土保全基金 10,395 10,395 － 土地改良施設事業のための基金  

髙田基金 103,539 103,542 3 未来を担う子供たちの人材育成のための基金  

もったいない図書館基金 1,138 1,139 1 図書館の設備資金のための基金 

学校基金 15,545 15,546 1 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金   

森林環境譲与税基金 12,519 26,922 14,403 間伐や木材利用の促進等、森林整備のための基金

合　　　　計 3,703,928 3,830,688 126,760

まちの
財政状況

９月定例会（補正予算第 3号）
▶補正予算額…245,772 千円
歳入において、前年度繰越金の額の確定により 244,597
千円増額しました。また、国庫支出金において、新型コ
ロナウイルスワクチン接種事業負担金6,342千円を増額し
ました。歳出において、減債基金積立金を 120,000 千円
増額しました。その他、議会中継システム構築委託料や
温泉交流センター指定管理料、GIGAスクール構想による
小中学校のタブレット不足分購入費などを増額しました。

12 月定例会（補正予算第 5号）
▶補正予算額…63,181 千円
歳入において、普通交付税を交付決定額に合わせ 260,263
千円増額しました。また、昨年度新型コロナウイルス感
染症等の影響により減額予想した法人町民税 33,560 千円
を増額しました。一方、財政調整基金繰入金は減額しま
した。歳出において、水利施設等保全高度化事業委託や
新型コロナウイルスワクチン接種事業、道路等維持工事
費、戸津辺のサクラ整備工事費などを増額しました。

12 月専決（補正予算第 6号）
▶補正予算額…77,078 千円
歳入において、子育て世帯への臨時特別給付金補助金
77,078 千円を増額し、歳出において、子育て世帯への
臨時特別給付金事業や水道事業会計補助金を増額しまし
た。

1 月臨時会（補正予算第 7号）
▶補正予算額…99,444 千円
歳入において、住民税非課税世帯等臨時特別給付金補
助金85,030千円を増額しました。また、寄付金において、
企業版ふるさと納税寄付金 8,000 千円を増額しました。
歳出において、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事
業や社会保障・税番号制度システム整備委託料、原油
高騰対応生活困窮世帯緊急補助事業を増額しました。

３月定例会（補正予算第 8号）
▶補正予算額…41,188 千円
歳入において、普通交付税を国における第１次補正に
より 89,953 千円増額しました。また、実績確定によ
り法人町民税 40,664 千円を増額しました。歳出にお
いて、公共施設等整備基金積立金を 200,000 千円増額
しました。その他、橋梁点検委託業務や髙田基金積立
金を増額し、高地原橋復旧工事負担金やふくしま森林
再生事業委託料を事業確定により減額しました。

３月臨時会（補正予算第 9号）
▶補正予算額…177,887 千円
歳入において、交付額確定により特別交付税や地方消
費税交付金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金、公共土木施設災害復旧事業国庫負担金事
業確定による過年度収入を増額しました。歳出は、各
種事業費の確定により減額し、予備費を増額しました。

一般会計補正予算の主な内容

令和3年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。

区　分 令和 2 年度末
残　　　 　高

令和 3 年度末
残　　  　   高

1．普通債 3,572,546 3,402,205
（１）総務 64,171 44,152
（２）民生 1,198,470 1,107,395
（３）衛生 95,859 77,330
（４）農林水産業 84,866 58,988
（５）商工 165,400 159,594
（６）土木 293,476 330,352
（７）消防 186,843 163,777
（８）教育 1,483,461 1,460,617
2．災害復旧債 23,173 36,133
（１）農林水産業 2,644 9,148
（２）土木 20,529 26,985
（３）教育 ‐ ‐
3．その他 1,242,082 966,953
（１）減税補てん債等 4,399 2,545
（２）臨時税収補てん債 ‐ 4,800
（３）臨時財政対策債 1,237,683 959,608

計 4,837,801 4,405,291

財産の状況　

令和 3年度末現在において、町が所有している財産状況は次
のとおりです。　

令和 3年度末現在の町債残高は次の通りです。
（令和 4年 3月末）

基金の状況

町債の状況

単位▶㎡ 単位▶千円

単位▶千円
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階　級 氏 名 （敬称略） 階　級 氏 名 （敬称略）

第 1班第１班長 髙信　博匡 第 1班第 2班長 小室　翔志

第 2班第 1班長 鈴木　大彬 第 2班第 2班長 石井祐一郎

第 3班第 1班長 片野　龍人 第 3班第 2班長 片野　聖矢

第 4班第 1班長 菊池　孝裕 第 4班第 2班長 菊地　政樹

第 5班第 1班長 塙　　芳友 第 5班第 2班長 堀　　大樹

第 6班第 1班長 石井　清洋 第 6班第 2班長 小滝健太郎

第 7班第 1班長 富永　駿佑 第 7班第 2班長 寺島　敬祐

第 8班第 1班長 金澤　慶彦 第 8班第 2班長 尾亦　正男

第 9班第 1班長 大塚　祐大 第 9班第 2班長 金澤　和樹

第 10 班第 1班長 金澤　賢一 第 10 班第 2班長 石井　雅康

第 11 班第 1班長 菊地　弘巳 第 11 班第 2班長 栗林　則夫

第 12 班第 1班長 松本浩太郎 第 12 班第 2班長 鈴木　俊弘

第 13 班第 1班長 松浦　賢吾 第 13 班第 2班長 菊池　恒児

第 14 班第 1班長 鈴木　貴大 第 14 班第 2班長 菊池　克教

第 15 班第 1班長 鈴木　雅人 第 15 班第 2班長 金沢　一大

第 16 班第 1班長 菊池　寿勝 第 16 班第 2班長 薄井　良典

第 17 班第 1班長 本田　　明 第 17 班第 2班長 本田　春希

令
和
４
年
度
矢
祭
町
消
防
団
新
体
制
が
始
動

▶檜山団長から辞令を受ける第 1班第１班長

　

４
月
10
日
（
日
）、
矢

祭
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
矢
祭
町
消
防
団
第
１
班

長
・
第
２
班
長
へ
の
辞
令

交
付
式
及
び
役
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
班
長
へ
の
辞
令

は
、
全
17
班
長
を
代
表
し

て
第
１
分
団
第
１
班
髙
信

博
匡
さ
ん
に
、
同
じ
く
第

２
班
長
へ
は
第
１
分
団
第

２
班
石
井
祐
一
郎
さ
ん
に

檜
山
団
長
よ
り
交
付
さ

れ
、
新
体
制
で
の
令
和
４

年
度
の
消
防
活
動
が
始
ま

り
、
無
火
災
を
目
指
し
て

一
致
団
結
し
ま
し
た
。（
各

班
長
は
左
記
表
参
照
）

行 政 区 名 区 長 名
（敬称略） 備　考

山野井・金沢区 金澤　勝美
舘本区 髙信　元康
桃ノ木区 篠田　幹雄
石田区 松島　　進
上野内区 藤田　英夫
宝坂区 豊田　亀壽 区長会副会長

高野谷地区 金沢　浩二
追分区 本田　忠一
小田川区 藤田　利雄
ニュータウン中山区 吉川　善明
下関河内区 古市　和男 区長会副会長

上関河内区 冨永　　章
大垬区 隠田　　勇
高山区 金澤　憲一 区長会会計

関岡区 古張　敏満
真木野区 菊地　志郎
内川区 鈴木　　勝
茗荷区 鈴木　貞己
中石井区 佐川　　守
下石井区 鈴木　利幸
戸塚区 藤田　芳生 区長会長

令
和
４
年
度
各
行
政
区
長
へ
委
嘱
状
交
付

　

４
月
７
日
（
木
）、
矢
祭
町

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

令
和
４
年
度
第
１
回
区
長
会
が

開
催
さ
れ
、
各
行
政
区
長
さ
ん

21
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
よ
り
各
課

事
務
の
説
明
や
「
矢
祭
町
ご
み

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
監
視
員
」

及
び
「
矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

会
地
区
分
会
長
委
嘱
書
」
の
交

付
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
区
長
会
役

員
の
選
出
で
は
、
区
長
会
長
に

藤
田
芳
生
戸
塚
区
長
、
副
会
長

に
豊
田
亀
壽
宝
坂
区
長
、
古
市

和
男
下
関
河
内
区
長
、
会
計
に

金
澤
憲
一
高
山
区
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▲今年度の各行政区長さん一人一人に委嘱状を
交付する佐川町長

■令和４年度区長名簿

▶今年度の各行政区長さん一人一人に委嘱状を
交付する佐川町長

　
町  

職  

員  

人  

事  
異  
動

■
令
和
４
年
４
月
１
日
付

【
課
長
相
当
職
】

▼
教
育
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

所
長
兼
体
育
セ
ン
タ
ー
館
長
…
菊
池
基
之
（
出
納
室

　

会
計
管
理
者
）
／
出
納
室
会
計
管
理
者
…
深
谷
義
典

　
（
事
業
課
主
幹
兼
産
業
グ
ル
ー
プ
長
）

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▼
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
副
園
長
…
鈴
木
有
子
（
や
ま
つ

　

り
こ
ど
も
園
主
幹
教
諭
兼
幼
児
教
育
部
長
）

【
係
長
相
当
職
】

▼
町
民
福
祉
課
主
査
兼
町
民
グ
ル
ー
プ
長
…
藤
田
由
香

　

里
（
町
民
福
祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
主
査
）
／
事
業
課

　

主
査
兼
産
業
グ
ル
ー
プ
長
…
中
野
義
洋
（
町
民
福
祉

　

課
主
査
兼
町
民
グ
ル
ー
プ
長
）
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

　

主
幹
教
諭
兼
幼
児
教
育
部
長
…
菊
池
美
紀
（
や
ま
つ

　

り
こ
ど
も
園
主
幹
保
育
士
兼
保
育
部
長
）
／
や
ま
つ

　

り
こ
ど
も
園
主
幹
保
育
士
兼
保
育
部
長
…
鈴
木
幸
枝

　
（
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
主
幹
保
育
士
）

【
係
員
】

▼
自
立
総
務
課
主
査
（
白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

　

備
組
合
事
務
局
派
遣
）
…
古
市
龍
也
（
町
民
福
祉

　

課
福
祉
保
健
グ
ル
ー
プ
主
任
主
事
）
／
町
民
福
祉

　

課
福
祉
保
健
グ
ル
ー
プ
主
事
…
佐
藤
佑
紀
（
出
納

　

室
主
事
）

■
令
和
４
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
教
育
課
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
体
育
セ

　

ン
タ
ー
館
長
…
髙
橋
竜
一
／
教
育
課
生
涯
学
習
グ

　

ル
ー
プ
主
幹
…
土
屋
吉
子
／
町
民
福
祉
課
健
康
づ

　

く
り
グ
ル
ー
プ
主
任
保
健
師
…
緑
川
忍

N e w  F a c e
令和４年４月１日付採用職員をご紹介します。

町民福祉課　星
ほ し

優
ゆ う か

香

　４月から窓口担当として
多くの町民の方々と関わる
中、まだまだ未熟で不慣れ
なことが多いですが、元気
で明るい対応を心がけ町民のみなさんから信頼
される職員になれるよう頑張りたいと思いま
す。町民のみなさんどうぞよろしくお願いいた
します。

　４月から出納室に配属と
なりました。初めて取り組
む業務には不安もあります
が、先輩方の姿を見て学び

ながら１日でも早く仕事を覚え、町民の皆さ
まのお役に立てるよう精一杯頑張りたいと思
いますので、どうぞよろしくお願いいたしま
す。

M
oa　

Toida

出納室　戸
と い だ

井田萌
も あ

亜

　今年度からやまつりこど
も園、幼児教育部に勤めさ
せていただきます。子ども
たちに向き合い、一緒に成

長していけるよう頑張ります。そして子どもた
ちや保護者の方々と信頼関係を築いていけるよ
う努力し、地域に貢献できるよう努めてまいり
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

M
iduki　

Kanazaw
a

やまつりこども園　金
かなざ わ

澤美
み づ き

月

事業課　緑
みどりかわ

川佳
か な え

苗

　観光に携わる部署という
ことで観光振興やＰＲ、施
設の管理など覚えることは
多いですが、観光協会との
連携を図り、もっと町の良
さを町内外に発信していけるよう日々の業務に
精進いたしますので、みなさんよろしくお願い
いたします。

Kanae　

M
idorikaw

a

Yuuka　

H
oshi

■令和 4年度班長名簿

pickup
topics
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平
成
三
十
一
年
四
月
、

農
業
委
員
会
法
改
正
後
の

二
度
目
の
改
選
に
お
い
て

会
長
に
就
任
し
、
新
た
な

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
と
と
も
に
、

農
地
の
有
効
活
用
と
農
業

の
振
興
・
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
に
元

号
が
変
わ
っ
て
か
ら
も
自

然
災
害
、
少
子
高
齢
化
に

伴
う
農
業
従
事
者
の
減
少

な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
と
社
会
情
勢

が
一
変
す
る
現
状
で
農
業

委
員
会
活
動
も
思
う
よ
う

に
は
い
か
ず
、
苦
慮
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協

力
の
も
と
会
長
と
し
て
の

職
務
を
全
う
で
き
ま
し
た

こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
は
農
業
従
事
者
の

一
人
と
し
て
矢
祭
町
の
農

業
発
展
の
一
助
と
な
る
べ

く
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
町
振
興
と
農
業

委
員
会
の
益
々
の
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
退
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
退
任
あ
い
さ
つ

Ｔ
ＡＫ
Ａ
ＹＵＫＩ　

ＦＵＲＵＩＣＨＩ

前農業委員会会長

古市　孝行

■
農
業
委
員
会
委
員

【推薦者等】
大垬区長

富永清美（69）

令
和
４
年
４
月
１
日
付
で
任
命
さ
れ
た

農
業
委
員
会
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す【推薦者等】

小田川区長

佐川晴美（70）
【推薦者等】
内川区長

菊地貞二（65）
【推薦者等】
戸塚２農事組合長

菊池秀男（68）
【推薦者等】
宝坂区長

古市利夫（63）

【推薦者等】
地区推薦（個人）

佐川文江（72）
【推薦者等】
高野谷地区長・追
分区長

石井康行（62）
【推薦者等】
舘谷農事組合長

金澤芳衛（66）
【推薦者等】
関岡区長

髙澤市良（61）
【推薦者等】
下石井の水田を守
る会

緑川和芳（74）
【推薦者等】
下関第３農事組合
長

古市健吾（67）

【担当】
中石井地区

鈴木正一（68）
【担当】
宝坂地区

金澤　亨（66）
【担当】
東舘・小田川地区

金澤孝明（63）
【担当】
戸塚・金沢・山野
井地区

海野浩一（68）
【担当】
下石井地区

菊池　浩（60）

【担当】
東山地区

菊池清司（59）
【担当】
関岡・高山地区

菊池良信（55）
【担当】
上関河内・大垬地区

滑川利征（63）
【担当】
下関河内地区

塙　和彦（64）

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
紹
介

令
和
４
年
４
月
５
日
付
で
委
嘱
さ
れ
た

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

【担当】
内川・茗荷地区

松本孝広（52）

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

　

事
し
て
い
る
方

②
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
国

　

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　

者
の
方

③
農
地
を
持
っ
て
い
な
い
農

　

業
者
、
配
偶
者
や
後
継
者

　

な
ど
の
家
族
従
事
者

①
「
積
み
立
て
方
式
・
確
定

　

拠
出
型
」
の
年
金
で
少
子

　

高
齢
時
代
で
も
安
心

②
国
民
年
金
等
の
「
賦
課
方

　

式
」
と
違
い
、
現
在
納
め

　

る
保
険
料
を
将
来
の
年
金

　

原
資
と
す
る
「
積
み
立
て

　

方
式
」
は
、
少
子
化
の
影

　

響
を
受
け
な
い
安
定
し
た

　

仕
組
み

③
公
的
年
金
な
ら
で
は
の「
終

身
年
金
」
で
す
。

④
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

　

り
ま
す
の
で
、
所
得
税
や

　

住
民
税
の
節
税
に
も

⑤
年
金
は
、
終
身
（
生
涯
）

　

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

　

す
が
、
仮
に
80
歳
到
達
月

　

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

　

で
も
死
亡
一
時
金
と
し
て

　

遺
族
に
支
給

　

矢
祭
町
農
業
委
員
会
事
務

　

局
（
事
業
課
産
業
グ
ル
ー

　

プ
内
）
☎
４
６
‐
４
５
７

　

６
＊
こ
の
機
会
に
是
非
、
お
近

　

く
の
農
業
委
員
又
は
農
業

　

委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

加
入
で
き
る
方

メ
リ
ッ
ト

問
い
合
わ
せ

『農業者年金』は、農業者向けの公的年金で
農業に従事する方なら広く加入できます。
この農業者年金は、農業者の老後を支えるべく
様々なメリットを備えています。

し
っ
か
り
積
み
立
て
、
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト
・
安
心
で
豊
か
な
老
後
を

「
農
業
者
年
金
」
に
加
入
し
ま
せ
ん
か



　

こ
の
事
業
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

３
年
度
ま
で
３
年
間
実
施
し
ま
し
た

が
、
対
象
者
の
抗
体
保
有
率
が
目
標

の
90
％
に
達
し
な
か
っ
た
た
め
、
令

和
７
年
３
月
末
ま
で
延
長
に
な
り
ま

し
た
。
矢
祭
町
の
実
施
状
況
は
、
次

の
表
の
通
り
で
す
。

　

昭
和
37
年
度
〜
昭
和
54
年
度
生

ま
れ
の
男
性

　

女
性
は
過
去
（
中
学
生
）
に
、

公
的
に
予
防
接
種
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
性
は
公
的
に
予
防
接
種
を

受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
た
め
、

抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ

て
低
く
（
80
％
）
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
症
状
と
し
て
発
疹
、
発
熱
、

リ
ン
パ
節
腫
脹
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

成
人
が
か
か
る
と
症
状
が
重
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
初

期
の
妊
婦
さ
ん
に
感
染
さ
せ
て
し

ま
う
と
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
の
目
や
耳
、
心
臓
に
障
害
が
起

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
る
】

・
健
康
診
断
の
機
会
に
受
け
る

　

勤
め
先
の
健
康
診
断
の
際
や
人

　

間
ド
ッ
ク
に
て
受
け
ら
れ
ま
す

　

が
、
詳
し
く
は
勤
め
先
の
担
当

　

者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
お
近
く
の
医
療
機
関
で
受
け
る

　

ク
ー
ポ
ン
券
は
住
所
の
あ
る
市

　

町
村
以
外
の
医
療
機
関
で
も
検

　

査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

来
院
前
に
あ
ら
か
じ
め
医
療
機

　

関
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
厚
生

　

労
働
省
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

・
８
月
の
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診

　

時
に
受
け
る

【
検
査
結
果
に
よ
り
、
免
疫
が
な
い
場

合
は
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
】

　

検
査
結
果
は
、
検
査
を
受
け
た

と
こ
ろ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
診
断
の
結
果
と
と
も
に
通
知

さ
れ
る
、
検
査
を
受
け
た
医
療
機

関
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
）

　

十
分
な
量
の
抗
体
が
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
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風
し
ん
抗
体
検
査
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
中

男
性
だ
け
な
の
は
な
ぜ
？

対
象
者

13

■
令
和
５
年
度
矢
祭
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験

　ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
　①日本の国籍を有しない者
　②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　③本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分日から２年を経過しない者
　④日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊す
　　ることを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者
■試験の方法及び期日、時間
　第１次試験　令和 4年 7月 10日（日）　受付時間午前 9時から 9時 30分
　　①教養試験（大学卒程度・短大卒程度・資格免許職）　午前 10時から正午
　　　職員として必要な一般知識及び知能について、択一式による筆記試験を行います。
　　②専門試験（保健師）午後 1時から 2時 30分
　　　試験職種の職員として必要な専門知識及び知能について、択一式による筆記試験を行います。
　　②一般性格診断検査
　　　一般事務・保育士・幼稚園教諭▶午後 0時 45分から 1時 20分
　　　保健師▶午後 2時 45分から 3時 20分
　　　職員として必要な資質を備えているかを性格の面からみる検査を行います。
　第２次試験
　　第１次試験合格者に対して、個別面接による試験を行います。
■試験会場
　第１次試験 福島大学（福島市金谷川 1番地）　
　　※新型コロナウイルス感染症の今後の拡大状況によっては、会場を分散し実施する可能性があります。
第２次試験　第１次合格者に対して後日通知いたします。
■受験手続
　申込用紙の請求　申込用紙は、矢祭町役場で交付します。
※郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に「大学卒程度試験申込用紙請求」又

　　　は「短大卒程度・資格免許職試験申込用紙請求」と朱書し、120 円切手を貼った宛先明
　　　記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。
申込の方法 申込用紙に必要事項を記入して、矢祭町役場に提出してください。
　　※申込書を郵送する場合は84円切手をはった自分宛の封筒を同封し、その表に「大学卒程度試
　　　験申込」又は「短大卒程度・資格免許職試験申込用紙請求」と朱書して送付してください。
■受付期間
　令和 4年 5月 9日（火）から同 6月 10日（金）まで（執務時間中に限ります。）
　　※郵便による申込書提出の場合は、6月 10日（金）までの消印のあるものに限り受付けます。
■問い合わせ
　自立総務課総務グループ☎０２４７-４６- ３１３１

試験職種 一般事務（大学卒程度）、保育士・幼稚園教諭（短大卒程度）、保健師（資格免許職）
採用予定者人数 若干名

受験資格

【一般事務】
昭和 57 年 4月 2日から平成 13 年 4月 1日までに生まれた者
（学歴は問いません）

【保育士・幼稚園教諭】
昭和 57 年 4月 2日から平成 15 年 4月 1日までに生まれた者で、両方の資格・免
許をする者又は令和 5年 3月までに両方の資格・免許を取得見込みの者（学歴は
問いません）

【保健師】
昭和 57 年 4月 2日以降に生まれた者で、資格・免許を有する者又は令和 5年 3月
までに取得見込の者。（学歴は問いません）

受
け
る
の
は　

今

風
し
ん
と
は
ど
ん
な
病
気
？

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
ら

抗体検査
実施数

抗体価が十
分でなかった
方の人数

予防接種
実施者数

令和元年度 １３８ ６３ ３７

令和２年度 ２４ １２ １４

令和３年度 ２０ １２ ２０

計 １８２ ８７ ７１

あなた自身とこれから
生まれてくる世代の子
どもを守るために、ぜ
ひクーポン券を使って
風しん抗体検査と予防
接種をお受けください。

HPV ワクチン
接種のお知らせ

　４月号でお知
らせしました
HPV ワクチン接
種の通知は、５
月中に送付いた
します。



耐震診断

木造住宅耐震診断者派遣事業、木造住宅耐震改修支援事業を行っています

耐震改修

【対象住宅】　町内に存在する木造住宅で、次のす
　べてに該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法
　　などによる３階建て以下の住宅
　④過去に本事業の耐震診断を受けていない住宅

【申込方法】　次の書類をご提出ください
　①木造住宅耐震診断者派遣申込書
　②付近見取り図
　③各階平面図
　④着工時期が確認できる資料
　⑤納税証明書
　⑥世帯全員の住民票謄本
　⑦図面等の書類が不足する場合は、担当課まで
　　ご連絡ください

【申込期限】　令和 4年 7月 29 日（金）
【募集戸数】　２戸
【診断費用】　６千円（個人負担）
【その他】　申し込み多数の場合は、建築年次の古
　い順および必要と考える木造住宅を優先します。

【対象住宅】　町内に存在する木造住宅で、次のす
　べてに該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法
　　などによる３階建て以下の住宅
　④耐震診断を受けた結果、その基準未満の住宅
　⑤補助金交付決定年度に、耐震改修工事が完了す
　　るもの

【申込方法】　次の書類をご提出ください
　①補助金交付申請書
　②付近見取り図、配置図、平面図、基礎伏図、　
　　耐震補強詳細図
　③工事着工前の写真
　④木造住宅耐震診断報告書の写し
　⑤見積書の写し
　⑥実施計画時の耐震計算書
　⑦建築士免許の写し
　⑧納税証明書

【申込期限】　令和 4年 7月 29 日（金）（先着順）
【募集戸数】　1戸
【支援内容】　改修方法に応じて、35万円～ 100万
　円を上限とし、工事費用の2分の 1以内

事業課事業グループ☎４６-４５７７問

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和３年度町道夢想滝線
側溝布設工事

令和４年
３月３日

（1,712,700 円）
1,650,000 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

山　下　字
下河原地内

令和４年３月３日～
令和４年３月 31 日

令和３年度大内沢地内
道路拡幅工事

令和４年
３月３日

（9,141,000 円）
8,030,000 円

（有）熊田組
代表取締役　熊田　伸隆

下 石 井 字
大内沢地内

令和４年３月３日～
令和４年３月 31 日

令和３年度準用河川田川
堆積土砂撤去工事

令和４年
３月３日

（5,374,600 円）
5,012,700 円

県南建設（株）
代表取締役　藤田　良一

宝　坂　字
宝　地　内

令和４年３月３日～
令和４年３月 31 日

令和３年度内川地区
排水路整備工事

令和４年
３月３日

（3,872,000 円）
3,740,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池　修一

内　川　字
町　地　内

令和４年３月３日～
令和４年３月 31 日

令和３年度町道桃木・滝ノ沢線
舗装補修工事

令和４年
３月３日

（5,109,500 円）
4,950,000 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤　正美

東　舘　字
舘  本  地  内

令和４年３月３日～
令和４年３月 31 日

入
札
結
果

1415

行    政
N A V I

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す

上限 30 を補助します
万円 婚姻届けを提出した日から

３ヶ月 以内

結婚新生活
応援します

補助対象費用

補助対象者

問い合わせ

・令和４年４月１日～令和５年３月３１日の間に婚姻した夫婦であること
・直近の夫婦の所得を合算した世帯所得が４００万円未満であること
・補助金申請日に矢祭町内に移住していること
・他の公的制度による家賃補助等を受けていないこと
・過去にこの制度に基づく補助を受けたことがないこと
・婚姻届の年齢が夫婦共に３９歳以下であること

町民福祉課　福祉保険グループ　☎４６- ４５７３

　矢祭町では、地域活性化を目的として婚姻日における年齢が夫婦共に３９歳以下
の新婚世帯を対象に、住居費と引越費用をあわせて、上限３０万円を補助する「結
婚新生活支援事業」を行っています。

【住居費】
　結婚を機に町内の住宅を取得、リフォーム又は賃貸物件を賃借する際に要した費用
【引越費用】
　引越業者又は運送業者への支払い、その他引越に係る費用

申請
期限

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
皆
さ
ま
へ

臨
時
特
別
給
付
金
の

申
請
は
お
済
で
す
か
？

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

（
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
）
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
町
よ
り
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
確
認
書
が

送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、
確

認
書
の
返
送
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の

詐
取
」
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

自
宅
や
職
場
な
ど
に
都
道
府
県
・
市
町
村
や
国
（
の

職
員
）
な
ど
を
か
た
る
不
振
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ

た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
や
最
寄
り
の
警
察

署
か
警
察
相
談
専
用
電
話
（
♯
９
１
１
０
）
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
確
認
書
発
出
日
】

　

令
和
４
年
２
月
18
日

【
申
請
期
限
】

　

自
治
体
が
確
認
書
を
発
出
し
た
日
か
ら
３
か
月
以
内

　
（
令
和
４
年
５
月
18
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

自
立
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
４
６
‐
３
１
３
１
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PROFILE（左）
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

PROFILE（右）
井上恵【いのうえめぐみ】
福岡県出身。前職はWEBデザイ
ナー。趣味は旅行、歩くこと。

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶環境の理解

　ある文章の意味が成り立っている環境世界を、その物語 (ストーリー )の文脈 ( コ
ンテキスト ) であるとして、手元焼豊田六之助の作品が生まれる環境の理解を、当
時使われていた陶磁器遺物調査で探ってみようとしています。前月広報の続きで、
異文化理解の質的研究といわれるエスノグラフィーによって、私に明らかな自覚と
なったことでした。

　今月の対象作品は矢祭山で使われてい
た焼き物で、益子の代表的器物の糠白流
し飴釉蓋付き です。お預かりして調査者の目の前に置いて毎
日眺めています。
　特別に意識されない、当たり前の、普段の、普通の、平凡な
蓋付きの もしくは壷です。エスノグラフィーによれば、質の
高い情報を得るのには、先入見を持たずに異文化のフィールド
ワークをすることが肝心なので、第一印象をまずは先入見とし
て排除します。ここでは無心に見ることになります。
　大産地益子の伝統を感じます。相互主観性が構築する志向性
でしょうか、六之助という個人作家の作品には見られない図太
い世界が見られます。では六之助の信条 ( クレド ) はどうだっ
たのか、という問いがそこに生まれます。

PROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

PROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化

～婚活イベント情報～５月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】

リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」

「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。婚活を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。
登録料１０，０００円（２年間）、月
会費・紹介料などは無料です。
福島県内にお住いの方、近い将来福
島県に移住をお考えの方で誠実に結
婚を希望する２０歳以上の独身男女
が対象です。

矢祭「恋活宣言‼ 」矢祭町が応援

「おしゃべりカフェ」５月１８日（水）（毎月第３水曜日）
開催、午後３時～８時迄　参加無料
【リフレッシュふるさとランド】
舘山の展望台「ライト点灯時」
は開催中
「女子力アップ」大作戦を開催中
「ジェルネイル」「フェイシェル」
「フット＆ハンド」ケアで自分磨
き（事前の予約をお願いします）
美容師の資格を持つスタッフがスタイル等のお手伝いも
します。「男子力アップ」もお気軽にどうぞ。
婚活プロデューサーの中瀬明美氏との会話は明るく元気
になれます。
「ネガティブに考えてしまう」方、「心配で前に進めない」
方、一緒に話をしましょう。お話だけの方でも大歓迎です。
DVD鑑賞会も同時開催中。「今月のおやつ」もお楽しみに。

～　え　に　し　～
（１１）

令和４年度「おしゃべりカフェ」開催予定

今年度も県南９市町村による「婚活イベント・セミナー」
等を開催いたします。
「本気で婚活を考えている方」を全力で応援します。
（結婚支援室スタッフ一同は「ワンチーム」で未婚の方々
に寄り添います）

結婚したいあなたを福島県が応援します
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俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

咲
き
残
る
矢
祭
山
に
花
の
雨

桃
の
花
咲
い
て
見
上
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し
昼
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

ウ
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イ
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は
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進
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朝
餉
か
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草
燃
ゆ
る
地
球
の
果
て
に
涙
あ
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鈴
木　

良
夫
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散
る
ま
た
次
の
世
を
近
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初
鰹
卆
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を
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金
沢　

タ
ツ

こ
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咲
く
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ゆ
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く
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と
立
ち
日
脚
伸
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松
本
志
津
子
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短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
四
月
詠
草

わ
が
町
の
『
戸
津
辺
の
桜
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花
見
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ひ
っ
き
り
な
し
に
て
元
気
を
も
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好
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な
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を
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さ
れ
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苦
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人
数
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絹
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背
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び
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る
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す
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
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文
江
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桃
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咲
き
い
る
下
に
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カ
リ
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水
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競
い
春
盛
り
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝
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ク
ラ
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𠮷
民
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仲
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を

日
々
心
し
て
言
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を
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げ
り　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

まちの駅
　やまつり

利
用
無
料

休憩スペース

トイレ

営 業 時 間
平日8：30～ 17：00

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリーWi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料提供、地域情報の案内、もったい　　
ない文庫の取り扱いも行っています。
待ち時間やお買い物の途中など、お気軽にお立ち寄りください。

【買ってくっぺ便】には、買い物代行と移動販売があります
■買い物代行

■移動販売

お買い物にお困りの方はまちの駅やまつりまでお電話ください
町内で購入出来る商品を登録料・手数料無料でお届けします。

担当：小滝

担当：佐川

H P

Facebook

電話受付時間
平日９時から 11時まで
まちの駅にお電話
ください。
品物おひとつから
配達いたします。

配達時間
当日 14時から 16時頃
※配達時間が前後する
　場合がございます
お届けの際に現金で
お支払いください。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

お気軽にご注文
ください

【問い合わせ】
まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659 　FAX : 0247-57-5660

まちの駅までお電話を
いただきましたら、後日
担当がご自宅までお伺い
します。その際に、申込
書を記入していただき、
登録は完了です。

★内川地区
・菊池 洋さん宅前　 
　　　　（13：30頃）
・金澤 利光さん宅
　　　　（13：45頃）
・芳賀 きよ子さん宅
　　　　（14：30頃）
・古市 勝弥さん宅　
　　　　（ 14：40頃）
・仲田 春治さん宅　
　　　　（15：30頃）

★石井地区
・やまつりファーム　 
　　　　（13：30頃）
・下石井中野内地区
　　　　（13：45頃）
・和田 始子さん宅前
　　　　（14：00頃）
・櫻の苑　
　　　　（14：10頃）
・佐川 カツエさん宅前　
　　　　（14：30頃）
・山崎 節子さん宅前
　　　　(15：00頃 )

・竹野内地区池の前　 
　　　　（13：30頃）
・古市園芸前
　　　　（14：10頃）
・鶴ヶ池バス停
　　　　（14：40頃）
・古市 文雄さん宅前　
　　　　（ 15：00頃）
・追分地区　
　　　　（15：15頃）

★宝坂・追分地区 ★下関・大垬地区
お菓子、お惣菜、
日用品など取り揃え
ております

※大雨、大雪の日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

・中山ニュータウン
　　　　(13：30頃 )
・沼田 ミチ子さん宅
　　　　（14：00頃）
・天神前バス停
　　　　(14：20頃 )
・古市理容室前
　　　　(14：30頃 )
・佐川商店前　
　　　　(14：50頃 )
・折屋　 （15：40頃）

●到着時間が前後する場合があります

登 録 注 文 配 達
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　４月８日（金）、やまつりこども園遊戯室におい
て、やまつりこども園幼児教育部入園式が行われ
ました。今年度は、３歳児３１人（男児１６人、
女児１５人）の元気いっぱいの笑顔が新たに幼児
教育部に加わり、園児数は合わせて１３７名とな
りました。

　４月６日（水）、矢祭小学校体育館において、矢
祭小学校入学式が行われました。今年度は男子２７
人、女子２４人の計５１人が入学を許可され、初め
て小学校に登校した児童たちは、名前を呼ばれると
大きな声で返事をし、これから始まる小学校生活に
期待を膨らませていました。

　４月６日（水）、矢祭中学校入学式が矢祭中学校
体育館で行われました。真新しい制服に身を包んだ
男子１７人、女子２５人の計４２人が伝統ある矢祭
中学校への入学を許可されました。担任の先生から
名前を呼ばれた新入生は、堂々とした返事で応え、
輝かしいスタートをきりました。

５１名の新入生を迎える
▶矢祭小学校入学式

元気いっぱいの３１名が入園
▶やまつりこども園幼児教育部入園式

明日に輝く４２名が入学
▶矢祭中学校入学式

　４月１４日（木）、服部台東区長を表敬訪問し、これ
までの「もったいない市場」等の活動を通じた台東区民
との交流やコロナ禍における対応、さらには災害時の広
域連携の重要性等に至るまで、広範にわたり意見交換を
行いました。また、服部台東区長からは、「ふるさと交
流ショップ台東」への出店をご提案いただきました。

新たな交流に向け意見交換会を実施
▶服部台東区長表敬訪問

令和４年度事業計画等を協議
▶令和４年度矢祭町鳥獣被害防止対策協議会総会

　４月２２日（金）、町役場第１会議室において令
和４年度矢祭町鳥獣被害防止対策協議会総会が開催
され、前年度事業報告及び本年度事業計画について
協議されました。また、郡内４町村で構成される東
白川地域鳥獣被害防止広域対策協議会での事業実施
内容等について報告がありました。

今年度の組合長に委嘱状交付
▶令和４年度第１回矢祭町農事組合長会議

　４月２１日（木）、令和４年度第 1 回目となる農
事組合長会議が山村開発センター大集会室で開催さ
れました。町内５８農事組合長を代表して金沢農事
組合長の石井憲一郎さんに委嘱状が交付された後、
代表農事組合長の選出、農政関係事業、水稲共済な
どについて協議されました。

　４月１４日（木）、全国各地で絵画展を催してい
るいのうえくに子さん（白河市在住）が矢祭町で
行われた個展をきっかけに来町し、子どもたちに
豊かな想像力を育んでほしいと矢祭小・中学校及
びやまつりこども園に絵画を寄贈していただきま
した。

豊かな想像力を育んでほしい
▶いのうえくに子さんが絵画を寄贈
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年
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比
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教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
及
び
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命　

全
会
一
致
で
同
意

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が
行

わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
３
日
目
は
一
般
質
問
を
行
い
、
議
員
７
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
３
件
、
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
１
件
、
令

和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
８
件
、
令
和
４
年
度
各
会
計
予
算
９
件
、
人
事
案
件
12
件
、
認
定
農
業
者
の
割
合
の
変
更
１
件
の

合
計
34
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
と
し
て
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
及
び
決
議
が

提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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第２回定例会
３月７日～１１日
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本
町
は
、
平
成
13
年
10
月
31

日
の
「
市
町
村
合
併
を
し
な
い

矢
祭
町
宣
言
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以
来
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町
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・
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会
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政
が
一
体
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な
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て

取
り
組
む
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町
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く

り
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を
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択
と
集

中
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よ
る
重
点
化
を
図
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あ
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。

　

矢
祭
町
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あ
る
べ
き
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を
し
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か
り
と
思
い
描
き
、「
入

る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
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の
精
神
を
も
っ
て
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
郷
土
矢
祭
町
を

子
々
孫
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と
こ

そ
が
、
私
た
ち
町
政
執
行
者
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
令
和
４
年
度

一
般
会
計
の
予
算
編
成
で
あ
り

ま
す
が
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
収
支
均
衡
を
保
持
し
つ

つ
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
る

と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
が
第

２
年
度
と
な
る
「
第
６
次
矢
祭

町
総
合
計
画
」
に
町
の
将
来
像

と
し
て
掲
げ
た
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ま
ち
が
好
き

　

共
に
生
き
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顔
あ
ふ
れ

る　

や
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つ
り
ま
ち
」
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に
向
け
、
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町
域
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衡
あ
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発
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子
供
か
ら
お
年
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が
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と
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で
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す
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こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
次

年
度
の
重
点
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業
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
１
つ
目
と
い
た
し
ま
し

て
、
町
民
一
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と
り
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と
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康
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安
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守
る
こ
と
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第
一
に
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続
き
感
染
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策
に
取
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組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
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お
け
る
成
人
者
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
順
調
に
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
国
内
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
者
全
体
に
占
め

る
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の
割
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は
、
オ
ミ
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ロ

ン
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の
発
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よ
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お
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ま
す
。
５
歳
か
ら
11
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ま

で
の
小
児
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
国
の
慎
重
姿
勢
も
あ

り
「
努
力
義
務
」
は
適
用
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
郡
内
で
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
半

数
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
し

て
い
る
た
め
、
郡
内
の
他
自
治

体
や
東
白
川
郡
医
師
会
等
と
の

協
力
体
制
を
強
化
し
、
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
第

６
次
矢
祭
町
総
合
計
画
」
に
は
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
世
代

を
超
え
て
交
流
が
で
き
る
施
設

や
年
齢
に
応
じ
て
安
全
に
楽
し

め
る
室
内
遊
び
場
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
な

ど
、
多
く
の
公
共
施
設
の
整
備

計
画
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
役
場
庁
舎
に
つ
い

て
は
、
開
庁
か
ら
60
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
ま

す
の
で
、
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
検
討
す
る
前
段
と
し
て
、

町
内
の
遊
休
施
設
の
活
用
を
含

め
た
各
施
設
の
エ
リ
ア
選
定
や

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
、

令
和
５
年
度
に
行
う
第
６
次
総

合
計
画
見
直
し
計
画
の
策
定
に

向
け
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
昨
年
10
月
に
発
足
し

た
岸
田
内
閣
は
、
地
方
創
生
や

成
長
戦
略
の
柱
と
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
社
会
構
造
が
急

速
に
変
化
す
る
中
で
、
政
府
は

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

た
様
々
な
政
策
や
具
体
的
な
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
住
民
の

利
便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
８
割
を
占
め
る

森
林
は
、
水
を
育
み
、
土
砂
の

流
出
を
防
ぐ
な
ど
、
多
面
的
な

機
能
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
適

切
な
森
林
整
備
を
行
い
、
森
林

機
能
の
維
持
管
理
を
図
る
た

め
、
継
続
し
て
「
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
」
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

次
に
、
48
の
様
々
な
滝
を
有

す
る
秘
境
「
滝
川
渓
谷
」
は
、

本
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
滝
川
渓
谷

の
上
流
に
あ
る
「
滝
川
の
里
」

周
辺
に
駐
車
場
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
、
観
光
誘
客
の
増
加

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
滝
川
渓
谷
の
遊
歩
道
は
、

整
備
か
ら
19
年
が
経
過
し
、
木

橋
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
次
年
度
に
修
繕
の
た

め
の
測
量
設
計
を
行
い
、
利
用

者
の
安
全
確
保
と
観
光
資
源
と

し
て
の
魅
力
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
県
指
定
の
天
然
記
念

物
で
あ
る
「
戸
津
辺
の
桜
」
は
、

樹
勢
の
弱
ま
り
が
み
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
樹
勢
維
持
回

復
の
た
め
の
大
規
模
な
保
全
整

備
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
次
年
度
も
県
指
定
文
化
財

保
存
活
用
事
業
を
活
用
し
、
桜

の
保
存
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
対
象
事
業
を
活
用
し
、

高
野
浦
橋
や
小
野
沢
橋
の
補
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

橋
梁
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
な
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を

策
定
し
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
橋
梁
等

の
計
画
的
か
つ
予
防
的
な
改
修

は
、
歩
行
者
及
び
通
行
車
両
の

安
全
確
保
や
維
持
管
理
コ
ス
ト

の
縮
減
を
図
る
う
え
で
大
変
重

要
で
す
。

　

次
に
、
消
防
用
備
品
購
入
事

業
と
し
て
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

３
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
１
台
の
購
入
配
備
に
よ
り
、

消
防
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
消
防
団
員
に
対
す
る
年

額
報
酬
の
改
善
や
出
動
報
酬
の

創
設
な
ど
、
団
員
の
処
遇
改
善

に
よ
る
消
防
団
の
充
実
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

防
火
・
防
災
の
観
点
か
ら
、
令

和
３
年
度
か
ら
の
３
か
年
で
、

町
内
全
避
難
所
に
備
蓄
倉
庫
と

発
電
機
、
簡
易
照
明
器
具
等
の

防
災
備
品
や
毛
布
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
等
の
避
難
所
用
品
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
等

の
自
治
体
や
民
間
企
業
と
防
災

協
定
を
締
結
し
、
防
災
体
制
の

強
化
と
関
係
人
口
の
創
出
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
度
に
引
き
続
き

地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組

み
、
風
評
被
害
の
払
拭
や
矢
祭

町
の
食
の
安
全
・
安
心
情
報
の

発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ま

ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
向
上

事
業
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
な
ど
を
活
用
し
、
交
流
人

口
・
定
住
人
口
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
新

た
な
試
み
と
し
て
矢
祭
町
出
身

の
大
学
生
等
と
の
ウ
エ
ブ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
次
世
代
を

担
う
十
代
や
二
十
代
の
大
学
生

な
ど
、
若
い
世
代
の
方
々
に
ま

ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
い
た
だ

き
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
将
来
を
支

え
る
人
材
育
成
と
地
域
へ
の
愛

着
心
の
醸
成
を
期
待
す
る
も
の

で
、
少
し
ず
つ
そ
の
輪
を
広
げ
、

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
懇
談
会
で
数
多

く
要
望
の
あ
り
ま
し
た
、
中
小

河
川
の
土
砂
撤
去
を
優
先
順
位

の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
新
規
事
業
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
広
場
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
改
修
工
事
」
や
「
移
住
・
定

住
Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
委
託
事
業
」
、

「
庁
舎
等
Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
回
線
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
Wi-

Fi

整
備
事
業
」
、
「
中
学
校
屋
内
運

動
場
改
修
工
事
」
、
「
体
育
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
設
計
委
託
事

業
」
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

継
続
事
業
と
し
て
、
「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
事
業
」
、
「
多

面
的
機
能
直
接
支
払
事
業
」
、

「
農
業
施
設
等
補
修
事
業
」
、「
林

道
維
持
補
修
事
業
」
、
「
道
路
橋

梁
維
持
管
理
事
業
」
等
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
日
本
一
」
を
目

指
し
、「
結
婚
支
援
事
業
」や
「
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
」
、
「
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
、
す

こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金

事
業
」
、
「
子
育
て
世
帯
定
住
支

援
助
成
金
事
業
」
、
「
地
域
子
育

て
支
援
事
業
」
、
「
保
育
料
の
軽

減
」
、
「
給
食
費
の
軽
減
」
、
「
小

中
学
校
入
学
祝
い
金
事
業
」
、

「
小
中
学
校
入
学
支
援
運
動
着

等
支
給
事
業
」
、
「
地
域
活
性
化

企
業
人
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

事
業
」
、
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ

ル
ズ
研
修
」
、
「
高
校
生
奨
学
助

成
金
制
度
」
、
「
髙
田
基
金
に
よ

る
教
育
支
援
事
業
」
等
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

国
・
県
道
の
改
良
や
久
慈
川
の

堤
防
建
設
な
ど
、
事
業
の
早
期

完
成
の
た
め
、
県
当
局
へ
の
要

望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

令
和
４
年
度
も
従
来
ど
お
り

町
民
目
線
に
立
ち
、
郷
土
矢
祭

町
の
発
展
の
た
め
、
町
民
の
皆

様
、
議
員
の
皆
様
と
心
を
ひ
と

つ
に
し
て
、
職
員
共
々
全
力
で

町
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
総
額

は
38
億
８
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
47
億
８
千
万
円

と
比
較
し
て
９
億
円
の
減
で
、

率
に
し
て
18
・
８
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

◎
矢
祭
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
議
案
第
６
号
）

　

矢
祭
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例
第
３
条
の

規
定
に
基
づ
く
委
員
の
報
酬
が

定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
新

た
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
土
地
開
発
基
金
の
設

置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
７
号
）

　

そ
の
他
の
基
金
条
例
と
の
整

合
を
図
り
、
基
金
利
子
の
元
金

へ
の
積
立
に
伴
う
条
例
改
正
を

不
要
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
消
防
団
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
議
案
第
８
号
）

　

消
防
団
の
充
実
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
消
防
庁

長
官
か
ら
の
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
要
請
に
伴
い
、
郡
内
４
町

村
で
統
一
を
図
り
、
団
員
の
年

額
報
酬
を
改
善
す
る
と
と
も

に
、
出
動
報
酬
を
新
た
に
創
設

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
林
業
専
用
道
戸

塚
線
開
設
３
期
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
（
議
案
第
９
号
）

　

令
和
３
年
２
月
12
日
に
議
会

の
議
決
を
得
て
契
約
を
し
た
令

和
２
年
度
林
業
専
用
道
戸
塚
線

開
設
３
期
工
事
に
つ
い
て
、
工

事
請
負
変
更
契
約
を
締
結
す
る

た
め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第

１
項
第
５
号
及
び
議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の

取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

〇
変
更
前
工
事
請
負
金
額

　

１
６
２
，
８
０
０
，
０
０
０
円

〇
変
更
後
工
事
請
負
金
額

　

１
７
９
，
０
１
４
，
０
０
０
円

〇
変
更
に
よ
る
工
事
請
負
金
額
増

　
　

１
６
，
２
１
４
，
０
０
０
円

◎
農
業
委
員
会
委
員
に
占
め
る

認
定
農
業
者
の
割
合
の
変
更

（
議
案
第
28
号
）

　

農
業
委
員
会
委
員
を
任
命
す

る
に
あ
た
り
、
委
員
の
過
半
数

を
認
定
農
業
者
と
す
る
こ
と

は
、
委
員
の
任
命
に
著
し
い
困

難
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
、
委
員

に
占
め
る
認
定
農
業
者
の
割
合

を
４
分
の
１
以
上
に
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
10
号
）

　

今
年
度
の
各
種
事
務
・
事
業

の
確
定
に
伴
う
も
の
で
、
歳
入

に
お
け
る
町
民
税
、
固
定
資
産

税
、
法
人
事
業
税
交
付
金
、
地

方
交
付
税
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
等
の
増
額
、
障
が
い

者
自
立
支
援
費
等
負
担
金
、
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
補
助

金
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
補
助
金
、
町
債
等
の
減
額
、

歳
出
に
お
け
る
公
共
施
設
等
整

備
基
金
積
立
金
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
基
金
積
立
金
、
髙
田
基
金

積
立
金
、
道
路
橋
梁
等
の
測
量

設
計
委
託
料
の
増
額
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
報

酬
、
情
報
通
信
費
に
お
け
る
電

柱
等
移
設
工
事
費
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
操
出
金
、
障
が

い
者
自
立
支
援
費
の
扶
助
費
、

予
防
費
の
各
種
委
託
料
、
ふ
く

し
ま
森
林
再
生
事
業
委
託
料
、

林
道
維
持
工
事
費
、
道
路
橋
梁

等
工
事
費
、
プ
ー
ル
監
視
員
報

償
費
、
高
地
原
橋
本
橋
復
旧
工

事
負
担
金
等
の
減
額
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
11
号
）

　

各
種
事
務
・
事
業
の
確
定
に

伴
う
、
歳
入
に
お
け
る
県
支
出

金
等
の
増
額
、
繰
入
金
等
の
減

額
、
歳
出
に
お
け
る
保
険
給
付

費
の
増
額
、
総
務
費
等
の
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
12
号
）

　

事
業
費
確
定
に
伴
う
他
会
計

繰
入
金
の
減
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
13
号
）

　

事
業
費
確
定
に
伴
う
他
会
計

繰
入
金
の
減
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
14
号
）

　

各
種
事
務
・
事
業
の
確
定
に

伴
う
、
歳
入
に
お
け
る
国
庫
支

出
金
等
の
増
額
、
歳
出
に
お
け

る
予
備
費
等
の
増
額
、
保
険
給

付
費
等
の
減
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
15
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
等
の
確
定
に
伴
う
、
一

般
会
計
繰
入
金
の
減
額
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
16
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
17

号
）

　

事
務
・
事
業
の
確
定
に
伴
う

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。
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◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
18
号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
19
号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
20
号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
21
号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
議
案
第
22
号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
23

号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
24
号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
25

号
）

◎
令
和
４
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
予
算
（
議
案
第
26
号
）

◎
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

（
議
案
第
27
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
29
号
か
ら
39
号
）

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合
会

議　
　

長　

鈴　

木　
　
　

隆

紹
介
議
員　

片　

野　

一　

也

審
査
結
果　

採　

択

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
１
号
）

　

可
決
し
た
意
見
書
１
件
を
政

府
行
政
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

〇
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
抗
議
す
る
決
議
（
発
議

第
２
号
）

　

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

１
月
31
日
午
前
10
時
に
招
集
さ

れ
、
専
決
処
分
報
告
２
件
、
条

例
の
一
部
改
正
１
件
、
令
和
３
年

度
各
会
計
補
正
予
算
２
件
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
第
１
号
令
和
３
年
度
矢

祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
１
号
）、
専
決
第
２
号
令
和

３
年
度
矢
祭
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
議
案
第
２
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
を
し
ま
し

た
の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る

も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄

附
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
３
号
）

　

第
６
次
矢
祭
町
総
合
計
画
の

策
定
に
伴
い
、
対
象
事
業
に
関

す
る
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

令和３年度各会計別予算補正状況（議案第10～17号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額
一 　 般 　 会 　 計 5,450,537 41,188 5,491,725

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 651,085 12,152 663,237
工 場 団 地 造 成 事 業 1,458 △ 259 1,199
農業集落排水処理事業 31,567 △ 981 30,586
介 護 保 険 630,886 31,034 661,920
後期高齢者医療保険 140,275 △ 627 139,648
霊 園 事 業 3,461 △ 211 3,250

水道事業会計
収益的収入 146,111 2,616 148,727
収益的支出 146,111 2,616 148,727

令和３年度各会計別予算補正状況（専決第1、2号）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一　 般　 会　 計 5,274,015 77,078 5,351,093

水道事業会計
収益的収入 145,001 1,110 146,111

収益的支出 144,071 2,040 146,111

そ　

の　

他

各
分
野
の
施
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
事
業
等
の
厳
し
い

選
択
を
行
っ
た
予
算
編
成

条　

　

例

契　

　

約

補

正

予

算

当

初

予

算

令和４年度各会計別当初予算状況（議案第18～26号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （単位：千円）

会　　計　　名 令和４年度予算額 令和３年度予算額 伸び率

一 　 般 　 会 　 計 3,880,000 4,780,000 △ 18.8％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 595,454 616,390 △ 3.4％

工 場 団 地 造 成 事 業 1,564 1,542 1.4％

宅 地 造 成 事 業 6,083 26,506 △ 77.1％

農業集落排水処理事業 31,030 30,512 1.7％

介 護 保 険 568,642 540,204 5.3％

後期高齢者医療保険 139,743 143,026 △ 2.3％

霊 園 事 業 512 2,904 △ 82.4％

水道事業会計

収益的収入 136,459 139,693 △ 2.3％

収 益的支出 135,459 138,752 △ 2.4％

資 本的収入 39,069 146,105 △ 73.3％

資 本的支出 64,194 216,745 △ 70.4％

人

事

案

件

教
育
委
員
会
教
育
長
に

菊

池

篤

志

氏
※任期は令和4年4月1日から
　令和6年6月17日まで

請　

　

願

請　

願
・
陳　

情

意　

見　

書

第
１
回
臨
時
会

専

決

処

分

条
　

　

例
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◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
４
号
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
事
業
実
施
に
伴

う
、
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
や
扶
助
費
の
計
上
、
原
油
高

騰
対
応
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
補

助
事
業
に
お
け
る
扶
助
費
や
施

設
園
芸
等
燃
油
価
格
高
騰
対
策

緊
急
補
助
事
業
に
お
け
る
負
担

金
補
助
及
び
交
付
金
の
計
上
、

予
備
費
の
増
が
主
な
補
正
の
内

容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
５
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
保
険
給
付
費

等
交
付
金
の
増
、
歳
出
に
お
け

る
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

の
増
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

　

令
和
４
年
第
３
回
臨
時
会

は
、
３
月
30
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
令
和
３
年
度
各
会
計

補
正
予
算
７
件
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員

及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
40
号
）

　

今
年
度
の
各
種
事
務
・
事
業

の
確
定
に
伴
う
、
各
節
の
増
減

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
41
号
）

　

各
種
事
務
・
事
業
の
確
定
に

伴
う
、
歳
入
に
お
け
る
国
民
健

康
保
険
税
、
県
支
出
金
等
の
増

額
、
歳
出
に
お
け
る
保
険
給
付

費
等
の
増
額
、
保
健
事
業
費
の

減
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
42
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
43
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
県
支
出
金
等

の
確
定
に
伴
う
、
他
会
計
繰
入

金
の
減
額
、
歳
出
に
お
け
る
保

険
給
付
費
等
の
減
額
に
伴
う
、

予
備
費
の
増
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
44
号
）

　

令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
の
償
還
金

確
定
に
伴
う
、
一
般
会
計
へ
の

操
出
金
の
増
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
45
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
46

号
）

　

事
業
費
確
定
に
伴
う
、
収
益

的
支
出
に
お
け
る
営
業
費
用
の

減
、
資
本
的
収
入
に
お
け
る
国

道
３
４
９
号
バ
イ
パ
ス
配
水
管

布
設
替
工
事
等
、
各
種
工
事
に

対
す
る
補
償
費
の
増
、
企
業
債

及
び
国
庫
補
助
金
の
減
、
資
本

的
支
出
に
お
け
る
各
種
委
託
料

及
び
工
事
請
負
費
の
減
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

　
　

役
場
か
ら
感
染
者
が
出
た

場
合
は
、
多
く
の
職
員
が
濃
厚

接
触
者
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
役
場
か
ら

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

濃
厚
接
触
者
の
定
義
は
、
発

症
日
の
２
日
前
か
ら
該
当
す
る

場
合
で
、
同
居
家
族
、
感
染
者

が
マ
ス
ク
を
し
な
い
で
１
メ
ー

ト
ル
以
内
で
15
分
以
上
接
触
し

た
方
と
な
る
。
役
場
で
も
感
染

者
が
出
た
が
、
そ
の
定
義
に
当

て
は
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
濃
厚

接
触
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
　

消
防
団
員
か
ら
大
勢
濃
厚

接
触
者
が
出
た
場
合
、
有
事
の

際
に
は
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

消
防
団
員
が
感
染
し
た
こ
と

を
町
か
ら
公
表
は
で
き
な
い
。

個
人
が
保
健
所
等
か
ら
の
指
導

に
よ
り
療
養
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

　
　

こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
、

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
場
合
は

ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

学
校
施
設
に
関
し
て
は
、
施

設
長
は
情
報
を
知
り
得
る
の

で
、
本
人
の
同
意
を
得
て
教
育

委
員
会
に
感
染
者
の
情
報
が
上

が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
学

校
関
係
の
マ
チ
コ
ミ
で
情
報
を

流
す
同
意
は
得
て
い
る
の
で
、

必
要
な
範
囲
内
で
お
伝
え
す
る

と
い
う
対
応
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
福
祉

施
設
の
職
員
が
感
染
し
た
場
合

は
ど
う
な
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

感
染
者
が
出
た
場
合
は
、
本

人
か
ら
施
設
長
に
連
絡
が
行

き
、
施
設
内
に
濃
厚
接
触
者
に

該
当
す
る
人
が
い
た
か
ど
う
か

を
判
断
し
、
い
た
場
合
は
速
や

か
に
自
宅
待
機
す
る
よ
う
に
指

導
さ
れ
る
と
思
う
。
ま
た
、
施

設
で
は
消
毒
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

　
　

入
居
者
が
感
染
し
た
場
合

は
、
ど
こ
に
行
く
こ
と
に
な
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
所
の
指
導
に
よ
り
、
医

療
機
関
へ
行
く
と
か
、
施
設
に

残
る
か
な
ど
の
判
断
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
　

自
宅
療
養
者
の
生
活
必
需

品
は
保
健
所
で
届
け
て
い
る
よ

う
だ
が
、
保
健
所
で
対
応
し
き

れ
な
い
場
合
は
町
に
依
頼
さ
れ

る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
実
績
は

あ
っ
た
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

福
島
県
と
町
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
自
宅
療

養
者
に
関
わ
る
事
業
連
携
に
関

す
る
覚
書
を
交
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
自
宅
療
養
者
が

町
へ
個
人
情
報
を
提
供
し
て
も

よ
い
と
い
う
確
認
が
取
れ
れ

ば
、
町
で
必
要
物
資
を
配
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
４
件
の
実
績
が
あ
る
。

　
　

そ
れ
は
町
の
職
員
が
届
け

た
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

職
員
が
自
宅
療
養
者
宅
に
行

き
、
電
話
で
連
絡
を
取
り
な
が

ら
玄
関
先
に
物
資
を
置
か
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
直
接

の
触
れ
合
い
は
な
い
。

　
　

昨
年
12
月
の
定
例
会
に
質

問
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。
こ
ど
も
園
の
子

供
た
ち
や
保
護
者
か
ら
ど
の
よ

う
な
意
見
や
要
望
が
あ
っ
た
か

伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

ご
指
摘
い
た
だ
い
た
件
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、

教
育
委
員
と
も
情
報
共
有
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
改
め

て
現
場
の
状
況
を
注
視
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
主
に
指
導

主
事
が
中
心
と
な
り
状
況
把
握

に
努
め
て
い
る
が
、
小
中
学
校

を
含
め
て
も
注
意
が
必
要
な
意

見
等
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
　

小
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル

が
寒
く
感
じ
る
が
、
そ
の
改
善

策
は
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

多
目
的
ホ
ー
ル
が
暖
ま
り
に

く
い
と
い
う
こ
と
は
学
校
か
ら
も

話
は
あ
っ
た
が
、
解
決
で
き
る
か

ど
う
か
の
結
論
は
出
て
い
な
い
。

学
校
現
場
の
先
生
と
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
、
対
応
に
つ
い
て

探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
か
ら
の
要
望
は
あ
っ
た

か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
は
意
見
交
換
す
る
機
会

も
多
い
の
で
、
子
供
た
ち
個
々

の
困
り
ご
と
や
必
要
な
対
応
に

つ
い
て
は
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算

と
重
点
事
業
等
が
示
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
予
算
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
、
町
長
の
胸
の
内

に
あ
る
も
の
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
て

い
な
い
の
で
、
第
一
は
住
民
の

生
命
、
健
康
、
そ
し
て
安
心
・

安
全
な
生
活
を
守
る
こ
と
は
、

い
ず
れ
の
時
代
も
行
政
の
役
目

だ
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
、
豊

か
な
自
然
の
中
で
住
み
続
け
た

　

こ
の
委
員
会
は
、
自
立
総
務

課
、
町
民
福
祉
課
、
教
育
委
員

会
、
出
納
室
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
監
査
委
員
の
所
管
に
関
す

る
事
項
や
他
の
委
員
会
に
属
さ

な
い
事
項
の
調
査
や
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

委

員

長　
　

郡
司　

浩
子

　

副
委
員
長　
　

藤
井　

隆
治

　

委　
　

員　
　

鈴
木　

正
美

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

一

　
　
　
　
　
　
　

緑
川　

裕
之

　

こ
の
委
員
会
は
、
事
業
課
、

農
業
委
員
会
、
町
民
福
祉
課
の

水
道
事
業
に
関
す
る
事
項
の
調

査
や
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

委

員

長　
　

片
野　

一
也

　

副
委
員
長　
　

本
多　

勇
也

　

委　
　

員　
　

大
森　

泰
幸

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

敏
男

　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

玄
夫

　

こ
の
委
員
会
は
、
議
会
運
営

を
円
滑
に
行
う
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

委

員

長　
　

鈴
木　
　

一

　

副
委
員
長　
　

大
森　

泰
幸

　

委　
　

員　
　

藤
井　

隆
治

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

正
美

※
委
員
会
委
員
の
任
期
は
令
和

４
年
４
月
７
日
か
ら
令
和
６
年

３
月
30
日
ま
で
で
す
。

補

正

予

算

令和３年度各会計別予算補正状況（議案第4、5号）
 （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額

一　 般　 会　 計 5,351,093 99,444 5,450,537

特別会計 国民健康保険 644,048 7,037 651,085

第
３
回
臨
時
会

補

正

予

算

令和３年度各会計別予算補正状況（議案第40～46号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 （単位：千円）

会　　計　　名 既定額 補正額 予算総額
一 　 般 　 会 　 計 5,491,725 177,887 5,669,612

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 663,237 8,633 671,870
宅 地 造 成 事 業 26,506 △ 12,000 14,506
介 護 保 険 661,920 △ 90 661,830
後期高齢者医療保険 139,648 8,331 147,979
霊 園 事 業 3,250 △ 100 3,150

水道事業会計
収益的支出 148,727 △ 33 148,694
資 本 的収入 158,105 7,368 165,473
資 本 的支出 231,745 △ 13,242 218,503

委
員
会
の
構
成
が　
　

　
　

変
わ
り
ま
し
た

◎
総
務
常
任
委
員
会
（
５
人
）

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
８
日
と
９
日
に
行
わ
れ
７
議
員
が

登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

藤井隆治議員

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
及
び
濃
厚
接
触
者
の
対
応
に

つ
い
て

健
康
福
祉
・
教
育
行
政

問答

答問答問答

問答問答問答

質
問　

教
育
現
場
の
状
況
に
つ

い
て

問答問答

◎
産
業
常
任
委
員
会
（
５
人
）

◎
議
会
運
営
委
員
会
（
４
人
）片野一也議員

質
問　

令
和
４
年
度
重
点
事
業

の
方
針
並
び
に
具
体
的
な
取
組

に
つ
い
て

一
般
・
保
健
福
祉
・
産

業
行
政

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取
扱

い
を
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
ま
す
。
６
月
議
会
定
例

会
に
請
願
・
陳
情
を
さ
れ
る

方
は
令
和
４
年
５
月
25
日
ま

で
に
提
出
願
い
ま
す
。

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

問

問

答問答
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い
町
づ
く
り
、
町
民
が
活
躍
の

場
を
持
っ
て
元
気
に
暮
ら
し
互

い
に
共
生
し
合
う
心
、
そ
し
て

子
供
の
笑
顔
を
守
り
元
気
に
育

つ
町
づ
く
り
と
い
う
基
本
理
念

を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
口

減
は
全
国
ど
こ
で
で
も
課
題
に

な
っ
て
お
り
、
こ
う
い
う
時
代

を
ど
う
つ
く
っ
て
い
く
か
、
町

で
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
見

つ
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
定

住
・
移
住
の
支
援
も
大
事
な
施

策
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
は
矢
祭
町
だ
け

を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
他
町

村
と
協
力
、
共
生
し
な
が
ら
今

後
の
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
５
年
先
、
10
年

先
の
矢
祭
町
の
あ
る
べ
き
姿
を

具
体
的
に
示
し
て
、
早
め
に
種

を
ま
く
と
い
う
作
業
が
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
東
館
駅

周
辺
整
備
計
画
、
道
の
駅
整
備

構
想
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
移
設
計
画
、
役
場
新
庁

舎
の
建
設
計
画
を
総
合
的
見
地

か
ら
年
次
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
も
、
早
期
に
議
論
す
べ
き

段
階
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

　
　

町
長

　

そ
の
よ
う
な
施
設
は
、
町
民

の
声
や
議
員
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
財
源
の
確
保
も
し
っ
か

り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

新
た
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

含
め
な
が
ら
、
４
年
度
か
ら
の

施
策
の
中
で
、
一
歩
進
む
現
実

的
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
構
築

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

東
館
駅
周
辺
整
備
計
画
の

駅
舎
改
修
に
つ
い
て
は
、
現
在

Ｊ
Ｒ
本
社
と
協
議
中
と
聞
い
て

い
る
が
、
そ
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社
と
協

議
は
行
っ
て
い
る
が
、
最
終
的

に
は
本
社
の
決
裁
が
必
要
と
な

る
た
め
、
本
社
に
提
出
す
る
資

料
作
成
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
側
で
東
館

駅
を
整
備
す
る
予
定
が
あ
る
よ

う
で
、
合
わ
せ
て
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
事
業
費
が
抑
え
ら

れ
る
た
め
、
そ
の
調
整
を
行
っ

て
い
る
段
階
な
の
で
、
現
時
点

で
今
後
の
予
定
を
答
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
数
や
利
用
率
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

正
確
な
数
字
は
お
答
え
で
き

な
い
が
、
月
に
６
、
７
団
体
は

利
用
し
て
い
る
と
思
う
。

　
　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、

町
の
中
心
地
郊
外
に
あ
り
、
駐

車
場
も
広
く
好
環
境
で
あ
る

が
、
建
物
の
段
差
な
ど
改
善
す

べ
き
点
が
あ
り
、
利
用
者
に

と
っ
て
は
使
い
に
く
い
と
思

う
。
そ
こ
で
、
施
設
の
利
用
の

見
直
し
を
し
て
は
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

子
供
た
ち
の
屋
内
遊
び
場
と

い
っ
た
も
の
も
含
め
な
が
ら
、

有
効
利
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
は
チ
ャ
ペ
ル
風
に

な
っ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
使
わ

れ
て
い
な
い
と
思
う
。
利
用
料

が
高
い
の
で
、
こ
れ
を
免
除
す

る
と
か
、
使
い
勝
手
の
よ
い
施

設
に
改
修
す
る
な
ど
の
検
討
は

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

Wi-

Fi
を
設
置
し
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

よ
う
な
利
活
用
の
整
備
を
進
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
利
用
活
性
化

も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
も

活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

旧
石
井
小
学
校
校
舎
を
改
修
し

た
こ
と
に
よ
り
、
有
効
か
つ
効

果
的
に
活
用
さ
れ
、
よ
い
施
設

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
実
感
し

て
い
る
。
し
か
し
、
玄
関
は
誰

も
が
出
入
り
し
や
す
い
よ
う
に

自
動
ド
ア
化
が
望
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

障
が
い
者
の
方
や
車
椅
子
で

の
利
用
者
、
高
齢
者
か
ら
利
用

し
づ
ら
い
と
い
う
声
も
あ
っ
た

の
で
、
早
急
に
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
機
が
今
年
度
に

更
新
さ
れ
た
が
、
加
入
率
は
ど

う
な
っ
た
か
伺
う
。
ま
た
、
町

か
ら
の
情
報
発
信
の
他
に
ど
の

よ
う
な
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

本
年
３
月
末
で
加
入
数
１
，

５
６
５
台
、
加
入
率
は
71
・
１
％

に
な
る
予
定
で
進
ん
で
い
る
。

活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
高
齢

者
安
心
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
し

て
、
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

世
帯
を
対
象
に
見
守
り
を
行
う

お
元
気
コ
ー
ル
事
業
等
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　

加
入
率
は
以
前
よ
り
伸
び

た
の
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

令
和
３
年
８
月
時
点
で
は

74
・
７
％
だ
っ
た
の
で
、
３
％

ほ
ど
下
が
っ
た
状
況
で
あ
る
。

　
　

下
が
っ
た
原
因
は
何
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

独
り
暮
ら
し
の
方
で
入
院
、

施
設
へ
の
入
居
等
に
よ
り
加
入

し
な
か
っ
た
世
帯
や
使
用
し
て

い
な
い
の
で
電
話
機
を
設
置
し

な
か
っ
た
世
帯
が
あ
っ
た
こ
と

が
原
因
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
テ
レ
ビ
で
会

話
が
で
き
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
何

か
新
し
い
こ
と
を
展
開
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
行
っ
て
い
る
各
種
事
業

の
中
で
、
独
り
暮
ら
し
や
高
齢

者
世
帯
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用

で
き
る
か
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
保
健
指
導
の
一
部

で
も
、
対
面
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
電
話

の
活
用
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る

の
で
、
併
せ
て
検
討
し
た
い
と

思
う
。

　
　

買
い
物
代
行
と
移
動
販
売

の
利
用
件
数
及
び
売
り
上
げ
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

買
い
物
代
行
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
運
行
し
て
お

り
、
令
和
２
年
度
で
６
８
６
件
、

売
り
上
げ
が
１
３
７
万
２
，

４
３
４
円
、
令
和
３
年
度
は
１
，

３
６
５
件
、
２
３
５
万
５
，

１
２
１
円
の
売
り
上
げ
と
な
っ

た
。
移
動
販
売
は
昨
年
５
月
か

ら
開
始
し
、
２
月
ま
で
に
１
，

３
６
８
人
が
利
用
し
、
売
り
上

げ
は
２
２
５
万
６
，
９
６
０
円

で
あ
る
。

　
　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
が

行
う
も
の
な
の
で
、
仕
入
れ
に

お
け
る
品
ぞ
ろ
え
や
価
格
設
定

な
ど
、
コ
ス
ト
の
面
で
の
限
界

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

買
い
物
代
行
は
、
利
用
者
が

希
望
す
る
商
品
を
代
わ
り
に

買
っ
て
配
達
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
利
用
者
か
ら
は
町
内
の
店

の
チ
ラ
シ
を
見
な
が
ら
注
文
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
を
届

け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
移
動

販
売
は
、
地
元
の
商
店
か
ら
品

物
を
買
う
よ
う
に
し
て
お
り
、

日
持
ち
の
す
る
食
料
品
や
日
用

品
を
車
に
載
せ
て
売
り
に
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

買
い
物
代
行
で
、
チ
ラ
シ

を
見
て
注
文
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
価
格
は
ど
う
な
る
の
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

買
っ
て
き
た
金
額
を
お
客
様

か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
は

と
て
も
頼
り
に
な
る
サ
ー
ビ
ス

だ
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
ま
す

ま
す
発
展
さ
れ
る
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
高
齢
者
の

利
用
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
う

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

福
祉
部
門
と
の
連
携
は
あ
る
の

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

直
接
的
な
連
携
は
な
い
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
買
い
物
代
行
を
利

用
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は

あ
っ
た
。
ま
た
、
福
祉
と
い
う

と
こ
ろ
で
は
、
移
動
販
売
で
お

客
さ
ん
と
の
会
話
の
中
で
そ
の

日
の
様
子
を
伺
っ
て
く
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
見
守
り
支
援

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
感
染
者
を
把
握
し

て
、
そ
の
方
が
安
心
で
き
る
方

向
に
持
っ
て
い
く
た
め
の
重
症

化
防
止
策
に
つ
な
が
る
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

感
染
者
の
把
握
は
、
保
健
所

か
ら
陽
性
者
確
定
後
に
年
代
と

性
別
の
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。

対
象
者
の
支
援
は
、
県
と
の
事

業
連
携
に
よ
り
町
で
自
宅
療
養

者
宅
に
必
要
物
資
の
配
付
を

行
っ
て
い
る
。
重
症
化
防
止
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
町
民
一
人

ひ
と
り
に
実
践
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
感
染
防
止
の
徹
底
、
日

常
生
活
で
の
免
疫
機
能
を
低
下

さ
せ
な
い
生
活
、
３
回
目
の
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
　

感
染
拡
大
防
止
に
関
わ
っ

て
、
園
児
、
児
童
・
生
徒
の
拡

大
が
起
こ
り
か
ね
な
い
状
況
の

中
で
、
先
生
方
も
非
常
に
神
経

を
使
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
こ

で
、
感
染
者
が
出
た
場
合
、
教

育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
取
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

学
校
で
感
染
が
発
生
し
た
場

合
は
、
保
護
者
等
か
ら
学
校
に

連
絡
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
受
け
て
教
育
委
員

会
に
連
絡
が
あ
り
、
そ
の
情
報

を
基
に
子
供
た
ち
を
一
斉
に
下

校
さ
せ
る
対
応
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
発
生
状
況
や
学
校

内
で
の
感
染
拡
大
が
疑
わ
れ
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
学
級
閉
鎖

も
含
め
た
対
応
策
を
決
定
し
た

上
で
、
マ
チ
コ
ミ
メ
ー
ル
で
保

護
者
に
通
知
を
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
　

経
済
的
に
困
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
国
及
び
県

の
支
援
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
18
歳
以
下
の
子

供
へ
の
10
万
円
支
給
、
非
課
税

世
帯
へ
の
１
世
帯
10
万
円
支
給

が
あ
る
。
そ
の
該
当
者
か
ら
の

申
請
が
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
辺
の

実
情
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
は

６
１
５
世
帯
が
対
象
で
、
振
込

口
座
等
の
確
認
書
を
送
り
、
確

認
し
て
も
ら
っ
た
も
の
を
送
り

返
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
届
い
た
も
の
で
支

給
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
支
給
す
る
こ
と
と

な
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
は
、
１
月
14
日
か

ら
３
回
に
分
け
て
３
８
１
世

帯
、
７
３
６
名
の
子
供
に
７
，

３
６
０
万
円
を
支
給
し
て
い

る
。
３
月
31
日
ま
で
に
お
子
さ

ん
が
生
ま
れ
れ
ば
支
給
対
象
と

な
る
。

　
　

申
請
の
省
略
や
簡
素
化
が

で
き
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

申
請
は
振
込
口
座
と
支
給
条

件
等
を
確
認
す
る
も
の
で
、
そ

れ
が
分
か
ら
な
い
と
支
給
が
で

き
な
い
。
高
齢
者
の
方
に
は
若

干
面
倒
な
部
分
も
あ
る
か
と
思

う
が
、
支
給
を
必
要
と
す
る
世

帯
へ
確
実
に
送
金
す
る
た
め
に

は
最
低
限
の
手
続
き
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

で
、
任
期
期
間
終
了
後
も
ラ
ズ

ベ
リ
ー
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
の
栽
培
を
続
け
た
い
と
い
う

方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

問答

質
問　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
、

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
・
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

質
問　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
入

口
の
自
動
ド
ア
化
に
つ
い
て

質
問　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

質
問　

ま
ち
の
駅
に
お
け
る
買

い
物
代
行
と
移
動
販
売
の
状
況

に
つ
い
て

大森泰幸議員

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
、
生

活
不
安
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

健
康
福
祉
・
一
般
・
防

災
行
政

問答

質
問　

町
の
将
来
と
子
供
た
ち
に

夢
の
あ
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

問答問答

問答問答問

答問答問

答

問答

問

答

問答問

答問答

問答問 答 答答答 問問問
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事
業
課
長

　

今
回
、
隊
員
１
名
が
就
農
し

た
こ
と
に
よ
り
、
協
力
隊
か
ら

新
規
就
農
へ
の
流
れ
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
果
物
の
生
産
で
生
計
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
し
て
、
他
の
関
係
者
も

交
え
た
生
産
者
協
議
会
の
設
立

な
ど
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

滝
川
渓
谷
の
新
た
な
遊
歩

道
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

新
ル
ー
ト
は
尾
根
伝
い
に
通

れ
る
ル
ー
ト
で
、
ほ
と
ん
ど
が

国
有
林
を
通
る
た
め
、
今
後
貸

付
の
手
続
き
を
森
林
管
理
署
と

調
整
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

　
　

滝
川
の
里
に
隣
接
す
る
耕

作
放
棄
地
の
扱
い
は
ど
う
な
る

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
が
借
用
し
た
上
で
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
滝
川
の
里
の

ス
タ
ッ
フ
に
具
体
的
な
活
用
方

法
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
馬

渡
戸
集
落
に
整
備
を
す
る
費
用

を
計
上
し
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

中
に
、
旧
追
分
分
校
を
利
用
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
話
が
あ
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

旧
追
分
分
校
の
建
屋
は
老
朽

化
が
著
し
く
、
そ
の
対
策
が
必

要
だ
と
思
う
。
基
礎
の
修
繕
だ

け
で
も
か
な
り
の
金
額
に
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か
、
事
業
計
画

を
練
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

東
館
駅
周
辺
開
発
の
進
捗

は
、
第
６
次
総
合
計
画
と
変

わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
や
り
方
は
あ
り
得

る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

公
共
事
業
を
行
う
上
で
、
各

種
年
次
計
画
を
立
て
て
遂
行
し

て
い
く
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
が
、
事
業
を
進
め
る
上
で
は

相
手
方
が
い
る
場
合
も
あ
る
た

め
、
町
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
今

回
は
Ｊ
Ｒ
の
事
業
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

今
ま
で
設
計
を
し
た
も
の

が
無
駄
に
な
る
こ
と
は
な
い
か

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
後
の
駅
舎
建
築
や
駅
前
広

場
の
設
計
に
反
映
で
き
る
基
礎

資
料
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
無

駄
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

今
後
駅
舎
建
築
と
の
関
係

で
、
８
０
０
万
円
の
寄
附
が
あ
っ

た
Ｖ
Ｓ
Ｎ
や
Ｊ
Ｒ
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
の
企

業
を
結
び
付
け
な
が
ら
進
め
る

と
理
解
し
て
よ
い
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
事
業

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
の
施

設
の
運
営
面
で
は
話
を
伺
う
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

東
館
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お
い

て
積
極
的
に
Ｃ
Ｓ
Ｖ
や
Ｖ
Ｓ
Ｎ

の
企
業
と
連
携
す
る
も
の
で
は

な
い
。

　
　

矢
祭
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
附
条
例
の
一
部
改
正
で
、
適

用
日
を
令
和
３
年
４
月
１
日
に

遡
っ
た
理
由
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

第
６
次
総
合
計
画
が
令
和
３

年
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
、
矢
祭
町
ふ
る
さ
と
づ

く
り
寄
附
条
例
も
４
月
１
日
ま

で
に
改
正
を
す
べ
き
で
あ
っ
た

が
、
時
期
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
年
度

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
の
希
望
を
反
映
で
き
る
よ

う
４
月
１
日
か
ら
適
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　
　

町
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
、

子
ど
も
議
会
で
は
貴
重
な
提
案

が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
提

案
を
町
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
る

が
、
子
供
た
ち
の
町
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
の
質
問
も
あ
り
、

有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

使
わ
れ
た
の
は
何
回
目
で
ど
れ

だ
け
か
と
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
実
績
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
た
事
業
は
27

事
業
で
、
事
業
費
は
１
億
３
，

４
１
６
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
係
る
電

動
自
転
車
は
、
２
種
類
で
５
台

ず
つ
購
入
し
10
台
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
ピ
ッ
ト

を
設
置
し
た
ば
か
り
で
、
利
用

実
績
は
ま
だ
な
い
。

　
　

灯
油
代
補
助
を
園
芸
農
家

に
も
対
象
拡
大
で
き
な
い
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

施
設
園
芸
等
燃
油
価
格
高
騰

対
策
と
し
て
、
保
温
資
材
及
び

加
温
設
備
等
を
導
入
す
る
際

に
、
県
補
助
率
３
分
の
２
以
内

で
支
援
す
る
事
業
が
あ
る
。

　
　

こ
の
時
期
に
は
来
年
度
へ

の
繰
越
金
が
確
定
し
て
く
る

が
、
残
っ
た
予
算
を
他
の
事
業

で
使
用
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

予
算
は
、
基
本
的
に
年
度
計

画
な
り
補
正
予
算
を
組
む
中
で

必
要
が
あ
る
も
の
に
配
分
し
て

い
る
。
余
剰
金
が
発
生
す
れ
ば

翌
年
度
に
繰
り
越
す
な
り
、
基

金
に
積
み
立
て
た
り
し
て
、
今

後
の
行
政
執
行
の
た
め
に
活
用

し
て
い
く
の
が
本
来
の
形
と
考

え
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
無
料
検
査
体
制

の
期
間
は
延
び
た
の
か
伺
う
。

ま
た
、
園
芸
農
家
等
の
燃
料
費

支
援
を
一
般
財
源
で
で
き
な
い

か
伺
う
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
補

助
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

感
染
拡
大
傾
向
時
の
一
時
検

査
事
業
は
３
月
31
日
ま
で
延
長

に
な
っ
た
。

　
　

事
業
課
長

　

燃
料
費
支
援
に
つ
い
て
は
、
施

設
園
芸
農
家
を
対
象
と
し
た
何

ら
か
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
対
策

は
今
後
詰
め
て
い
き
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

タ
ク
シ
ー
補
助
事
業
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
対
象
年
齢
を
65
歳
以
上
の
方

に
引
き
下
げ
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
養
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
も
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
助

成
券
も
１
月
当
た
り
６
枚
交
付

と
な
る
。

　
　

10
月
12
日
が
防
災
の
日
に

な
っ
た
が
、
そ
の
経
過
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

矢
祭
町
防
災
の
日
の
制
定

は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の

災
害
が
一
番
の
要
因
で
あ
る
。

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識

の
向
上
や
災
害
の
脅
威
を
忘
れ

な
い
こ
と
を
目
的
に
10
月
12
日

を
防
災
の
日
に
制
定
し
、
町
全

体
で
の
防
災
力
強
化
を
図
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
　

防
災
倉
庫
設
置
の
た
め
の

財
源
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
設
置
し
て
い
る
。

　
　

防
災
倉
庫
の
管
理
や
避
難

を
行
政
区
に
任
せ
き
り
に
は
で

き
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

防
災
倉
庫
の
管
理
は
、
行
政

区
及
び
地
元
消
防
団
で
行
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
区
集
会
所
等
を
避
難

所
と
し
て
開
設
す
る
際
に
も
、

行
政
区
及
び
地
元
消
防
団
の
判

断
で
開
設
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

今
年
度
の
防
災
の
日
に
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
っ
た
の

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

防
災
の
日
に
つ
い
て
は
、
制

定
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
何
か

を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
講
演
会
の
予
定
は
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
実
施

し
て
い
な
い
。

　
　

久
慈
川
の
土
砂
撤
去
が
進

ん
で
い
る
が
、
撤
去
し
た
土
砂

置
き
場
は
ど
こ
か
伺
う
。
ま
た
、

森
林
伐
採
後
の
植
林
再
生
の
計

画
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

発
生
し
た
土
砂
は
地
権
者
と

調
整
の
上
、
小
田
川
字
中
山
地

内
、
関
岡
字
砂
崩
下
地
内
、
宝

坂
字
市
野
沢
地
内
へ
搬
出
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
森
林
伐
採

後
の
植
林
の
状
況
と
し
て
、
民

有
林
の
間
伐
の
場
合
に
は
植
林

は
行
わ
な
い
が
、
全
伐
の
場
合

は
ほ
と
ん
ど
が
天
然
更
新
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

自
己
判
断
で
避
難
す
る
と
い
う

よ
う
に
は
い
か
な
い
状
況
だ
と

思
う
。
町
か
ら
の
情
報
提
供
の

考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

高
齢
者
の
避
難
ル
ー
ト
や
独

り
暮
ら
し
世
帯
を
把
握
し
な
が

ら
、
高
齢
者
や
弱
者
対
策
は
大

事
な
も
の
と
心
得
て
い
る
。
今

後
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受

け
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
た

め
、
定
住
促
進
を
推
し
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

旧
町
営
住
宅
跡
地
を
定
住
希
望

者
に
再
利
用
し
て
も
ら
う
と

か
、
再
度
町
営
住
宅
と
し
て
一

戸
建
て
を
建
築
し
て
利
用
す
る

方
法
も
あ
る
が
、
町
の
考
え
を

伺
う
。

　
　

町
長

　

矢
祭
町
に
縁
が
あ
る
よ
う
な

方
が
い
れ
ば
、
有
効
利
用
も
考

え
る
時
期
に
あ
る
と
い
う
思
い

は
あ
る
。
移
住
・
定
住
は
国
・

県
も
推
進
し
て
い
る
施
策
な
の

で
、
そ
れ
に
関
す
る
土
地
の
有

効
利
用
も
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

休
日
の
証
明
書
発
行
の
１

日
平
均
件
数
を
伺
う
。
ま
た
、

役
場
以
外
で
証
明
書
の
発
行
が

可
能
と
な
れ
ば
、
休
日
の
業
務

は
廃
止
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

土
日
祝
日
１
日
当
た
り
の
証

明
書
発
行
数
は
４
・
６
枚
で
あ

る
。
ま
た
、
婚
姻
届
や
死
亡
届

な
ど
、
年
間
を
通
し
て
受
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
等
が

あ
る
の
で
、
他
町
村
の
よ
う
に

外
部
委
託
す
る
な
ど
の
対
応
を

取
ら
な
け
れ
ば
、
休
日
業
務
の

廃
止
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
、
時
間
外
に
早
番
と

遅
番
で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
も
続
い
て
い
く
の

か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
、
利
用
状
況
の
集
計
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
朝
の
利
用
者
は
１
人
来
る

か
来
な
い
か
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
夕
方
は
証
明
の
発

行
や
納
税
等
で
来
る
方
も
い
る

の
で
、
集
計
デ
ー
タ
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
に

流
れ
る
音
声
が
毎
日
同
じ
よ
う

だ
が
、
少
し
変
化
が
あ
っ
て
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
の
音
声

が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

現
在
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
音
源

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
児
童

の
下
校
向
け
の
も
の
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
た
め
、
町
民
の
方

の
協
力
を
得
な
が
ら
職
員
が
手

作
業
で
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

増
や
す
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
も

あ
る
と
思
う
が
、
子
供
た
ち
の

安
全
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
大

切
な
分
野
な
の
で
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

戸
塚
字
山
崎
、
八
幡
神
社

付
近
の
カ
ー
ブ
は
交
通
事
故
が

多
く
、
過
去
に
死
亡
事
故
も
発

生
し
て
い
る
。
道
路
構
造
に
も

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
カ
ラ
ー
舗
装
に
で
き

な
い
も
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

カ
ラ
ー
舗
装
は
徐
行
や
減
速

を
促
し
た
り
、
前
方
に
注
意
す

べ
き
場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

せ
た
り
す
る
目
的
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の
県
南

建
設
事
務
所
と
の
事
業
調
整
会

議
に
お
い
て
要
望
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

質
問　

町
民
の
財
産
と
生
命
を

守
る
防
災
事
業
に
つ
い
て

鈴木　一議員

質
問　

旧
町
営
住
宅
（
一
戸
建
て
）

跡
地
の
管
理
と
利
用
に
つ
い
て

一
般
・
防
犯
・
交
通
行
政

質
問　

町
民
の
願
い
に
答
え
る

財
源
活
用
に
つ
い
て

質
問　

証
明
書
の
休
日
発
行
業

務
に
つ
い
て

質
問　

防
犯
啓
発
活
動
に
つ
い

て

質
問　

国
道
１
１
８
号
戸
塚
カ

ー
ブ
の
カ
ラ
ー
舗
装
に
つ
い
て

問答問 答問

答問答問答

問答問答問

答問答問答問

答問

答

答 答答

答問答問答問答問

答問答問答

問答問

答問答問

答問答
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教
育
長
の
仕
事
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

本
町
の
教
育
全
般
に
関
す
る

責
任
者
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

年
度
末
に
お
い
て
先
生
の

異
動
・
赴
任
に
関
す
る
会
議
が

あ
っ
た
と
思
う
が
、
誰
が
出
席

し
た
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

教
職
員
人
事
に
関
し
て
は
12

月
か
ら
３
回
、
教
育
長
・
校
長

合
同
会
議
が
行
わ
れ
、
教
育
長

の
代
理
と
し
て
教
育
課
長
が
出

席
し
た
。

　
　

３
月
の
人
事
の
大
事
な
と

き
に
教
育
長
が
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て
損

失
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
今

回
、
人
事
案
件
で
教
育
長
の
任

命
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
推
薦
し
た
の
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

子
供
た
ち
の
教
育
行
政
に
対

し
深
い
理
解
と
経
験
が
あ
り
、

県
全
般
の
教
育
に
も
関
心
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

教
育
長
の
依
頼
を
し
た
。

　
　

教
育
長
の
任
期
は
い
つ
ま

で
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

令
和
６
年
６
月
17
日
が
任
期

満
了
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

生
活
道
路
で
あ
る
大
垬
字

道
清
地
内
の
道
路
の
補
修
に
つ

い
て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

路
面
も
大
変
劣
化
し
て
い
る

た
め
、
来
年
度
予
算
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

中
山
峠
ま
で
は
３
月
い
っ

ぱ
い
く
ら
い
で
開
通
す
る
の
で

は
な
い
か
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、

中
山
の
前
後
も
６
月
頃
ま
で
に

は
完
成
す
る
の
で
は
な
い
か
と

聞
い
て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

全
線
開
通
は
２
０
２
０
年
代

初
頭
を
目
標
に
し
て
お
り
、
で

き
る
限
り
早
期
の
開
通
を
目
指

す
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

全
線
開
通
時
に
祝
賀
会
な

ど
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。
関

係
し
て
き
た
人
に
敬
意
を
表
す

る
た
め
に
も
、
祝
賀
会
な
ど
を

催
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

県
営
事
業
で
も
あ
る
の
で
、

全
線
開
通
の
見
通
し
が
つ
い
た

時
期
に
県
南
建
設
事
務
所
と
調

整
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

大
垬
地
内
で
治
山
ダ
ム
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
他

に
道
清
入
と
い
う
沢
が
あ
り
、

そ
こ
も
引
き
続
き
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
話
し

も
あ
る
が
、
町
で
は
ど
れ
く
ら

い
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
行
っ
て
い
る
治
山
工
事

の
南
側
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま

だ
現
地
確
認
に
は
行
っ
て
い
な

い
。

　
　

活
動
計
画
発
表
並
び
に
活

動
報
告
会
が
行
わ
れ
た
が
、
町

の
感
想
と
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
の
自
分
の

仕
事
へ
の
思
い
が
発
表
さ
れ
、
過

疎
地
の
活
性
化
に
対
し
て
の
協
力

隊
の
役
割
は
、
非
常
に
素
晴
ら

し
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
、

行
政
も
し
っ
か
り
隊
員
の
視
点
を

捉
え
な
が
ら
、
協
力
、
後
押
し

を
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

　
　

協
力
隊
の
任
期
は
３
年
と

い
う
こ
と
だ
が
、
今
い
る
隊
員

は
あ
と
何
年
残
っ
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
協
力
隊
員
は
現

在
２
名
で
、
１
名
は
９
月
に
３

年
間
満
了
し
、
１
名
は
あ
と
２

年
間
任
期
が
あ
る
。
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
は
あ
と
１
年
と
数
か
月
で

あ
る
。

　
　

教
育
課
長

　

図
書
館
の
協
力
隊
員
は
２
年

半
残
っ
て
い
る
。

　
　

３
年
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

に
も
無
理
が
あ
る
と
思
う
。
地

元
に
残
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

施
策
が
必
要
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

３
年
間
の
う
ち
に
地
域
と
の

関
り
を
強
く
持
ち
、
定
住
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
町
と
し

て
も
協
力
隊
と
関
わ
り
を
持
ち

な
が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

隊
員
の
中
に
は
、
旧
追
分

分
校
を
活
用
し
た
い
と
い
う
方

も
い
る
よ
う
だ
が
、
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
と
い
う
状
況
で
も
な
い

と
思
う
。
自
費
で
も
行
い
た
い

と
い
う
考
え
の
よ
う
だ
が
、
援

助
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

校
庭
の
草
刈
り
や
木
の
伐
採

等
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
希
望

で
こ
つ
こ
つ
と
行
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

残
り
１
年
で
ど
れ
く
ら
い

で
き
る
の
か
、
後
始
末
は
ど
う

す
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

１
年
目
は
地
域
の
方
と
の
関

わ
り
を
つ
く
っ
て
き
て
、
２
年

目
は
挑
戦
し
な
が
ら
新
た
な
取

り
組
み
を
探
し
て
き
た
。
今
後

３
年
目
は
、
一
旦
旧
追
分
分
校

か
ら
離
れ
、
滝
川
の
里
の
集
客

増
加
に
つ
な
が
る
取
組
に
集
中

し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
　

滝
川
の
里
の
取
組
に
関
し

て
も
任
期
は
１
年
で
終
わ
り
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

１
年
で
あ
る
が
、
矢
祭
に
定

住
を
考
え
て
い
る
の
で
、
取
組

は
引
き
続
き
関
わ
っ
て
も
ら
え

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

そ
の
よ
う
な
方
の
援
助
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

自
立
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

収
入
が
得
ら
れ
て
い
く
か
は
、

今
後
具
体
的
な
計
画
を
見
せ
て

い
た
だ
い
た
中
で
、
支
援
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
協
力
を
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

協
力
隊
の
１
人
に
対
し
て

ど
れ
く
ら
い
国
か
ら
補
助
金
が

出
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

特
別
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る

が
、
１
人
当
た
り
４
６
０
万
円

が
上
限
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

ど
の
よ
う
に
算
定
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

一
般
財
源
と
し
て
協
力
隊
の

活
動
に
対
し
て
か
か
っ
た
給
料

や
事
務
費
、
経
費
等
に
つ
い
て

積
み
上
げ
た
も
の
を
国
に
報
告

し
、
そ
れ
に
対
し
て
交
付
税
措

置
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　

個
人
ご
と
に
違
う
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
し
て
は
、
積
み
上
げ
て

い
く
と
き
に
、
事
業
課
関
係
７

名
分
の
協
力
隊
員
に
か
か
っ
た

経
費
を
自
立
総
務
課
に
報
告
し

て
い
る
。

　
　

手
元
焼
を
行
っ
て
い
る
隊

員
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

こ
れ
ま
で
に
手
元
焼
の
調
査

を
行
っ
て
き
て
、
そ
の
結
果
、

町
内
に
手
元
焼
と
思
わ
れ
る

数
々
の
陶
器
を
発
見
す
る
に
至

り
、
昨
年
度
、
展
示
会
を
行
っ

た
。
今
後
、
取
り
ま
と
め
た
記

録
を
図
録
と
い
う
よ
う
な
冊
子

に
取
り
ま
と
め
る
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

協
力
隊
の
隊
員
が
東
館
駅

待
合
室
の
ペ
ン
キ
塗
り
を
行
い

た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
方
向
で
行
っ
て
い
く
の

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

協
力
隊
の
活
動
で
、
地
域
住

民
や
駅
を
利
用
す
る
方
の
待
合

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
自
力
で
模
様

替
え
を
す
る
。
ペ
ン
キ
塗
り
を

地
域
の
方
と
も
協
力
し
な
が
ら

行
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

ペ
ン
キ
な
ど
は
町
で
用
意

す
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
で
購
入
し
た
。

　
　

職
員
で
も
手
伝
い
に
何
人

か
行
く
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
強
制

は
で
き
な
い
が
、
協
力
で
き
る

人
が
い
れ
ば
お
願
い
し
た
い
と

思
う
。

　
　

ペ
ン
キ
は
ど
の
辺
ま
で
塗

る
の
か
。
ま
た
、
駅
舎
は
将
来

取
り
壊
す
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

東
館
駅
周
辺
整
備
事
業
の
構

想
の
中
で
は
、
新
し
い
駅
舎
に

な
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ

れ
が
で
き
る
ま
で
の
活
用
方
法

と
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　

協
力
隊
の
仕
事
が
分
か
ら

な
い
の
で
、
も
う
少
し
町
民
に

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
お
知
ら

せ
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
協
力
隊
は
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ラ
ズ
ベ
リ
ー
協
力
隊
は
、
任

期
が
満
了
す
れ
ば
町
内
で
就
農

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
町
に

来
て
い
た
だ
い
た
が
、
お
金
を

稼
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ど
う

か
不
安
定
な
と
こ
ろ
は
あ
る
の

で
、
矢
祭
町
に
残
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
相
談
、
協
力
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

郡
内
の
他
町
村
で
は
ど
れ

く
ら
い
の
協
力
隊
が
い
る
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

資
料
が
な
い
た
め
正
確
に
は

答
え
ら
れ
な
い
が
、
塙
町
で
は

自
転
車
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
空
き
家
対
策
と
し
て
着

任
し
て
い
る
方
が
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
　

空
き
家
対
策
な
ど
、
町
の

問
題
点
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
人
材
に
も
来
て
い
た
だ

け
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

空
き
家
対
策
の
協
力
隊
と
い

う
も
の
も
方
法
の
一
つ
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
は
ス
ポ
ー
ツ
の
成

績
も
あ
ま
り
良
く
な
い
傾
向
に

あ
る
。
協
力
隊
で
体
育
の
専
門

的
な
方
を
呼
ん
で
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　

町
長

　

そ
う
い
っ
た
方
向
も
参
考
に

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

町
の
活
性
化
は
人
口
減
か

ら
脱
す
る
こ
と
で
あ
り
、
企
業

誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
よ

り
、
若
者
の
子
育
て
支
援
を
進

め
て
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、

移
住
を
検
討
す
る
人
の
相
談
は

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
２
件

の
相
談
が
あ
り
、
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
し
て
あ
る
物
件
を
紹

介
し
、
う
ち
１
件
が
賃
貸
物
件

で
成
約
と
な
っ
た
。

　
　

以
前
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

37
区
画
の
未
売
却
地
が
あ
る
と

聞
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

昨
年
度
、
未
分
譲
と
し
て
い

た
４
区
画
の
地
質
調
査
を
行

い
、
地
盤
の
安
定
が
確
認
さ
れ

た
の
で
、
こ
れ
を
加
え
て
現
在

41
区
画
が
分
譲
中
と
な
っ
て
い

る
。
チ
ラ
シ
を
刷
新
し
た
と
こ

ろ
で
、
今
後
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

完
売
す
る
に
は
時
間
が
か

か
る
と
思
う
が
、
あ
る
程
度
値

段
を
安
く
す
る
と
か
、
何
か
メ

リ
ッ
ト
を
付
け
て
販
売
す
る
よ

う
な
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
後
、
区
画
販
売
促
進
の
た

め
、
子
育
て
世
帯
定
住
支
援
事

業
助
成
金
を
絡
め
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

移
住
・
定
住
の
相
談
が
で

き
る
専
門
部
署
や
課
を
つ
く
る

必
要
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

移
住
・
定
住
の
施
策
と
し
て
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
レ
ワ
ー

鈴木敏男議員

質
問　

教
育
長
人
事
に
つ
い
て

教
育
・
土
木
・
防
災
・

産
業
行
政

質
問　

町
道
の
道
路
補
修
に
つ

い
て

質
問　

国
道
３
４
９
号
下
関
工

区
に
つ
い
て

質
問　

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
お
け
る
土
砂
災
害
に
つ
い
て

質
問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

対
応
に
つ
い
て

本多勇也議員

質
問　

本
町
の
人
口
減
少
問
題

に
つ
い
て

一
般
・
健
康
福
祉
行
政

問答問答問答

問答問答問答問

答問答問答

問答問答問

答問答問答問答

問答問答問答問答

問答問答問答問答

問答問答問

答問答問答

問答問答問答

答
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ク
等
の
関
係
人
口
、
交
流
人
口
、

そ
し
て
協
力
隊
の
関
係
人
口
と

い
っ
た
も
の
を
含
め
て
、
事
業

課
の
中
に
専
門
部
署
も
必
要
か

と
思
わ
れ
る
。

　
　

子
育
て
支
援
と
し
て
、
給

食
費
の
無
料
化
の
考
え
は
あ
る

か
伺
う
。

　
　

町
長

　

財
政
面
と
食
育
の
環
境
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
て
無

料
と
す
る
決
断
は
も
う
少
し
見

極
め
て
か
ら
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
特
に
10
歳
未
満
や

10
代
の
子
供
が
感
染
し
て
お

り
、
近
隣
の
町
村
で
も
学
校
や

こ
ど
も
園
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
て
い
る
。
他
市
町
村
で

は
既
に
子
供
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
東
白
川
郡
で
も
考
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
矢
祭
町
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

小
児
の
５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
は
、
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
の
小
児
用
の
ワ
ク

チ
ン
が
特
例
承
認
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
国
か
ら
小
児
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
計
画
的
に
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

塙
厚
生
病
院
の
小
児
科
の
派
遣

医
師
に
よ
る
接
種
体
制
の
日
程

等
に
つ
い
て
、
郡
内
４
町
村
と

医
療
関
係
者
と
調
整
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

学
校
で
の
集
団
接
種
は
、

国
で
は
推
奨
し
な
い
よ
う
で
あ

る
。
強
制
で
は
な
い
ら
し
い
が
、

保
護
者
に
は
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
の
と
こ
ろ
塙
厚
生
病
院
で

接
種
を
す
る
よ
う
な
こ
と
で
進

め
て
い
る
。

　
　

濃
厚
接
触
者
に
食
料
を
自

宅
ま
で
届
け
る
場
合
は
、
保
健

所
か
ら
の
連
絡
が
な
い
と
町
で

は
動
け
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
所
が
、
か
か
っ
た
本
人

に
町
へ
情
報
を
提
供
し
て
も
よ

い
か
と
い
う
確
認
を
取
り
、
よ

い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
保
健

所
か
ら
町
に
情
報
が
開
示
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
花
粉
症

の
症
状
と
似
て
お
り
、
特
に
発

熱
や
だ
る
さ
、
喉
の
痛
み
な
ど

が
出
た
場
合
に
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
の
疑
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
病
院
に
電
話
を
し
な
い
と

外
来
に
は
行
け
な
い
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

そ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た

ら
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
す

る
こ
と
に
な
る
か
と
思
う
。
そ

の
後
、
病
院
か
ら
対
応
等
に
つ

い
て
の
指
示
が
あ
る
と
思
う
。

　
　

血
中
酸
素
濃
度
を
測
定
す

る
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は

用
意
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
所
か
ら
預
か
っ
て
い
る

も
の
が
結
構
数
あ
る
。

　
　

一
般
の
方
で
も
、
自
宅
待

機
で
借
り
た
い
人
が
い
れ
ば
貸

与
す
る
こ
と
は
可
能
か
ど
う
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
で
所
有
し
て
い
る
も
の
は

そ
れ
ほ
ど
数
が
多
く
な
い
た
め
、

貸
出
す
こ
と
に
な
れ
ば
新
た
に

購
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
　

２
歳
未
満
の
子
供
が
マ
ス

ク
を
つ
け
て
、
息
苦
し
い
と
か

持
続
し
て
着
用
が
難
し
い
と

い
っ
た
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
つ

け
な
く
て
も
よ
い
か
ど
う
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
親
御
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
で
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思

う
。

　
　

感
染
力
が
１
・
４
倍
と
強

く
、
重
症
化
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
だ
が
、
今
後
こ
の
変
異
株

に
つ
い
て
の
考
え
が
あ
る
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
で
は
ゲ
ノ
ム
解
析
を
し
て

い
て
、
２
月
21
日
ま
で
に
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
が
確
定
し
た
の
は

７
９
１
名
で
、
う
ち
７
名
が
Ｂ

Ａ
２
の
陽
性
が
判
明
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ワ
ク

チ
ン
発
症
予
防
効
果
、
入
院
リ

ス
ク
に
つ
い
て
大
き
な
差
は
見

ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　

新
聞
に
よ
る
と
、
４
月
か

ら
水
郡
線
に
自
転
車
を
折
り
た

た
ま
ず
に
持
ち
込
め
る
と
の
報

道
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
子
・

石
川
間
は
今
ま
で
ど
お
り
折
り

た
た
ま
な
い
と
持
ち
込
め
な
い

よ
う
だ
が
、
町
で
は
ど
の
よ
う

な
把
握
を
し
て
、
対
応
は
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

先
日
の
新
聞
報
道
で
情
報
を

得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
白
川

地
方
で
は
連
携
し
て
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
で
、
東
白
川
地
方

自
転
車
活
用
推
進
協
議
会
と
し

て
Ｊ
Ｒ
に
要
望
を
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　
　

無
人
化
の
駅
で
は
対
応
で

き
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由

が
分
か
れ
ば
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
専
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
登
録
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
利
用

登
録
証
の
発
行
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
利
用
登
録
証
を

改
札
の
駅
員
に
提
示
し
て
通
る

必
要
が
あ
る
等
の
理
由
に
よ

り
、
有
人
の
駅
で
し
か
対
応
で

き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
台
な

し
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

東
白
川
郡
の
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
目
的
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
Ｊ
Ｒ
等

に
棚
倉
駅
か
矢
祭
山
駅
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
陳
情
を
し
て
い

く
。

　
　

12
月
定
例
会
で
可
決
し
た

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
条
例
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
状
況
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
サ
イ
ク
ル

ピ
ッ
ト
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
今
後
は
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

を
拠
点
と
し
て
、
観
光
客
の
利

便
性
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
東

白
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
推
進
会
議

と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
広
域
観

光
交
流
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
ピ
ッ
ト

を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
相
乗

効
果
で
人
は
来
る
が
、
ピ
ッ
ト

が
も
う
少
し
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

サ
イ
ク
ル
ピ
ッ
ト
の
展
開
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

４
月
10
日
に
教
育
課
で
サ

イ
ク
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ま
で
に
ピ
ッ
ト
は
設
置
さ

れ
る
の
か
。
ま
た
、
自
転
車
が

な
い
方
も
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
の
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
使
っ

て
い
た
だ
い
て
構
わ
な
い
。

　
　

町
民
の
減
免
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

特
別
の
理
由
が
あ
る
と
認
め

た
者
に
対
し
て
減
免
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

空
き
家
対
策
と
し
て
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
設
置
し
稼
働
し

て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

令
和
３
年
度
で
２
件
の
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
を
行
い
、
う

ち
１
件
は
成
約
済
み
と
な
っ

た
。
ほ
か
に
２
件
が
現
在
審
査

手
続
中
で
あ
る
。
次
年
度
に
お

い
て
も
、
固
定
資
産
税
納
税
通

知
に
併
せ
て
、
空
き
家
バ
ン
ク

の
啓
発
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

空
き
家
の
有
効
活
用
を
促

す
た
め
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
す
る
こ
と
で
、
空
き
家
の

片
付
け
や
修
繕
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）

の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
等
の
対

策
を
進
め
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

取
得
の
際
に
は
子
育
て
世
帯

定
住
支
援
、
改
修
に
は
個
人
住

宅
改
良
支
援
が
現
制
度
で
活
用

で
き
る
支
援
事
業
で
あ
る
。
ほ

か
に
福
島
県
の
空
き
家
対
策
総

合
支
援
事
業
と
の
併
用
も
可
能

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体

工
事
や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

に
は
、
福
島
県
の
「
住
ん
で
ふ

く
し
ま
」
空
き
家
対
策
総
合
支

援
事
業
が
あ
る
の
で
活
用
い
た

だ
け
る
と
思
う
。

　
　

子
育
て
世
帯
の
助
成
金

は
、
空
き
家
を
借
り
る
場
合
で

も
対
象
に
な
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

新
築
や
中
古
物
件
を
購
入
し

た
場
合
の
助
成
で
あ
る
。

　
　

総
合
支
援
事
業
だ
と
い
ろ

い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
詳
し
く
調
べ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、
い
か
が
が
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
家
に
関
す
る
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
空
き

家
バ
ン
ク
を
利
用
し
た
い
方

は
、
事
業
課
に
お
問
合
せ
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　

空
き
家
の
持
ち
主
が
、
家

を
整
備
す
る
た
め
の
資
金
の
助

成
が
あ
る
と
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

空
き
家
利
用
の
行
政
側
の
見

方
も
し
っ
か
り
捉
え
て
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、
空
き
家
を
利
用

す
る
方
と
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
い
っ
た
広
範

囲
な
発
想
の
中
で
、
空
き
家
対

策
は
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

福
島
県
の
「
住
ん
で
ふ
く
し

ま
」
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事

業
は
、
賃
貸
し
た
方
も
対
象
と

な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　

矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
未

売
却
地
や
町
営
住
宅
の
跡
地
を

利
用
し
て
、
定
住
促
進
の
た
め

の
住
宅
の
設
置
を
考
え
て
は
ど

う
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

定
住
促
進
の
た
め
の
建
て
売

り
住
宅
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

特
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
あ

の
ま
ま
空
き
地
で
あ
る
よ
り

は
、
皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所
、

定
住
が
で
き
る
と
こ
ろ
と
し
て

進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
動

き
を
見
て
い
る
と
、
中
古
物
件

は
活
発
に
動
い
て
い
て
、
子
供

た
ち
も
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
等

は
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

矢
祭
町
に
高
校
ま
で
住
ん

で
い
て
、
大
学
に
行
っ
た
り
し

た
人
に
若
い
う
ち
に
町
づ
く
り

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
よ
う
な
手
法
で
Ｕ

タ
ー
ン
等
を
考
え
る
意
欲
を
引

き
出
す
よ
う
な
町
独
自
の
施
策

を
構
築
し
て
は
ど
う
か
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。
ま
た
、
就
農

で
も
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る

と
よ
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

新
規
就
農
者
で
あ
れ
ば
、
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
と
し

て
、
49
歳
以
下
を
対
象
に
年
間

１
５
０
万
円
、
最
長
５
年
間
の

給
付
が
受
け
ら
れ
る
事
業
が
あ

る
。
協
力
隊
員
で
あ
れ
ば
、
任

期
満
了
後
の
起
業
支
援
と
し
て

１
０
０
万
円
の
助
成
制
度
が
あ

る
。
町
独
自
で
、
新
規
事
業
を

起
こ
す
方
へ
の
支
援
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　

違
う
仕
事
を
し
た
い
と
い

う
方
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

協
力
隊
の
新
規
就
農
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
を
知
る
機
会
を
設

け
る
た
め
に
、
町
の
特
産
品
、

町
で
作
ら
れ
て
い
る
作
物
や
工

業
製
品
、
文
化
財
な
ど
、
子
供

か
ら
大
人
ま
で
理
解
で
き
る
よ

う
な
ツ
ー
ル
を
ま
と
め
て
み
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

小
学
校
３
、
４
年
生
の
社
会

科
が
特
に
地
域
の
学
習
を
重
点

的
に
取
り
扱
う
段
階
に
な
っ
て

お
り
、
そ
こ
で
使
う
副
読
本
と

し
て
「
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
や

ま
つ
り
」
を
作
っ
て
い
る
。
今

後
そ
う
い
っ
た
も
の
を
グ
ー
グ

質
問　

５
歳
か
ら
11
歳
の
子
供

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

質
問　

新
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン

亜
種
Ｂ
Ａ
２
に
つ
い
て

郡司浩子議員

質
問　

水
郡
線
に
お
け
る
自
転

車
の
持
ち
込
み
に
つ
い
て

産
業
・
一
般
・
福
祉
・

教
育
行
政

質
問　

観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

条
例
に
つ
い
て

質
問　

定
住
促
進
政
策
に
つ
い
て

問答問答

問答問答問答

問答問答問答問

答問答

問答問答問

答問答問答問答

問答問答

問答問答問答

問

答

問答問答

問答問答

答
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ル
ド
ラ
イ
ブ
等
に
デ
ー
タ
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
大
人

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ

た
仕
組
み
も
検
討
で
き
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

大
人
も
分
か
る
よ
う
な
冊

子
も
ほ
し
い
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　

町
長

　

町
政
の
要
覧
等
も
作
成
中
で

あ
り
、
町
民
に
も
配
布
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　

子
育
て
家
事
支
援
制
度
が

創
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
こ
れ
が
創
設
さ
れ
れ
ば
町

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

支
援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

は
、
政
府
が
社
会
福
祉
法
人
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
業
務
委
託

し
、
子
育
て
家
庭
を
訪
れ
料
理

や
掃
除
と
い
っ
た
家
事
を
支
援

す
る
制
度
を
新
設
す
る
方
針
を

固
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

育
児
負
担
が
重
い
場
合
、
手
を

差
し
伸
べ
た
り
、
孤
立
化
を
防

い
だ
り
す
る
の
が
狙
い
だ
そ
う

で
あ
る
。
町
で
は
、
現
在
育
児

支
援
家
庭
訪
問
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
こ
の
事
業
の
中
に
家

事
等
の
援
助
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
国
で
考
え
て
い
る
支
援

制
度
と
同
様
の
事
業
は
既
に
実

施
し
て
い
る
。

　
　

ど
の
よ
う
な
家
庭
が
対
象

な
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

対
象
は
、
出
産
後
１
年
以
内

で
訪
問
援
助
が
必
要
な
養
育
者

や
養
育
上
、
生
活
上
、
発
達
上
、

訪
問
指
導
が
必
要
な
乳
児
の
養

育
者
、
育
児
不
安
に
よ
り
訪
問

を
希
望
す
る
養
育
者
と
な
る
。

　
　

政
府
の
支
援
制
度
よ
り
早

く
進
ん
で
い
る
と
理
解
し
て
よ

い
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

こ
の
事
業
は
国
県
の
補
助
金

を
受
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　
　

先
に
も
質
問
し
た
が
、
課

題
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ま
た
、

件
数
を
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
ど
の
よ

う
な
子
供
の
こ
と
な
の
か
が
理

解
し
に
く
い
点
、
表
面
化
し
に

く
い
、
発
見
さ
れ
に
く
い
と
い

う
点
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

会
議
や
聞
き
取
り
は
ま
だ
実
施

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

県
議
会
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
補
助
金
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
る
か
を
調
査
し
て
、
補
助

金
を
要
求
し
て
ほ
し
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
他
人
事

と
し
て
は
捉
え
て
い
な
い
。
学

校
現
場
で
し
か
拾
え
な
い
情
報

等
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た

も
の
は
町
民
福
祉
課
に
提
供
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

県
の
予
算
に
つ
い
て
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
体
制
強
化
の
た
め
の
人
材

育
成
に
使
用
す
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　
　

少
子
化
に
伴
い
、
中
学
校

の
部
活
動
の
設
置
数
が
少
な
く

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
の
中
学
校
の
部
活
数
は

把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

男
子
が
３
つ
、
女
子
が
５
つ

で
、
他
に
文
化
部
と
い
っ
た
設

置
状
況
だ
っ
た
と
思
う
。

　
　

他
地
域
に
お
い
て
は
、
地

域
ク
ラ
ブ
化
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
以
前
、
ま
だ
時

期
早
々
と
い
う
こ
と
で
合
意
に

達
し
な
か
っ
た
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
再
度

検
討
願
い
た
い
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
と
い

う
形
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
る
の

で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
方
策

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
環
境
整

備
と
並
行
し
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
部
活
動
の
在
り
方

も
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ス

ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
募
集
が

あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
ト
ー
タ
ル
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
を

お
願
い
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
方

法
か
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

そ
の
よ
う
な
対
応
も
考
え
る

べ
き
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
参

考
に
し
た
い
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
自

宅
に
持
ち
帰
り
使
用
し
て
み

て
、
課
題
は
あ
っ
た
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

小
中
学
校
で
試
験
的
に
実
施

し
た
が
、
利
用
に
関
し
て
大
き

な
問
題
の
発
生
は
な
か
っ
た
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
親
も
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
と
の
子
供
た
ち
の
向
き

合
い
方
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

現
在
進
め
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
中
で
も
、

ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
、
メ
デ
ィ
ア
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
併

せ
て
、
中
学
校
部
局
が
中
心
と

な
り
各
年
代
に
合
わ
せ
た
「
や

ま
つ
り
っ
子
ネ
ッ
ト
宣
言
」
を

取
り
ま
と
め
て
、
各
家
庭
に
周

知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
相
談
体

制
も
必
要
か
と
思
う
の
で
、
ど

う
い
っ
た
形
で
設
置
で
き
る
か

を
事
務
局
内
で
検
討
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

藤
田
義
広
代
表
監
査
委
員
、

鈴
木
一
監
査
委
員
は
、
２
月
９

日
、
10
日
の
２
日
間
、
令
和
３

年
度
に
町
が
発
注
し
た
工
事
の

内
容
や
進
捗
状
況
等
に
つ
い

て
、
関
係
書
類
及
び
現
場
踏
査

の
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
監
査
結
果

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各

工
事
は
、
概
ね
良
好
に
執
行
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。
た

だ
し
、
次
の
点
に
留
意
さ
れ
た

い
。

〇
工
事
内
容
、
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　

今
回
調
査
し
た
13
か
所
の
う

ち
、
４
か
所
に
つ
い
て
は
工
期

に
対
し
現
場
の
進
捗
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
の
で
、
現
場
に
お
い

て
説
明
を
求
め
た
。

　

令
和
３
年
度
東
橋
橋
梁
補
修

工
事
、
令
和
３
年
度
災
害
復
旧

事
業
高
地
原
仮
橋
撤
去
工
事
、

令
和
２
年
度
林
業
専
用
道
戸
塚

線
開
設
３
期
工
事
、
令
和
３
年

度
耐
震
性
貯
水
槽
設
置
工
事
の

４
工
事
は
、
資
材
の
調
達
困
難

等
に
よ
り
、
繰
越
ま
た
は
事
故

繰
越
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
い
ず
れ
の
工
事
に
お
い
て

も
安
全
を
担
保
し
、
完
成
に
向

け
関
係
機
関
と
協
議
を
密
に

し
、
規
則
に
則
り
遺
漏
の
な
い

よ
う
に
事
務
の
遂
行
を
図
ら
れ

た
い
。

　

そ
れ
以
外
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
設
計
図
書
に
基
づ
き
施
工

さ
れ
て
お
り
、
進
捗
状
況
に
お

い
て
も
更
に
進
捗
さ
れ
た
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

◎
随
時
監
査
実
施

★

２
月

９
日　

随
時
監
査
（
議
員
控
室
）

10
日　

随
時
監
査
（
現
場
）

21
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

22
日　

矢
祭
町
子
ど
も
議
会　

　
　
　

（
議
場
）

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

１
回
定
例
会
（
塙
町
）

25
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
第
１

　
　
　

回
定
例
会
（
白
河
市
表

　
　
　

郷
庁
舎
）

★

３
月

１
日　

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

　
　
　

ー
ト
事
業
表
彰
式
（
第

　
　
　

１
会
議
室
）

２
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

　
　
　

全
員
協
議
会
（
第
１
会

　
　
　

議
室
）　
　

７
日　

議
会
第
２
回
定
例
会

（
７
日
～
11
日
）

　
　
　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

24
日　

体
育
協
会
総
会
（
山
村

　
　
　

開
発
セ
ン
タ
ー
）

28
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

 
 
 
 
 

小
・
中
学
校
教
職
員
合

　
　
　

同
離
任
式
（
第
１
会
議

　
　
　

室
）

30
日　

議
会
第
３
回
臨
時
会

　
　
　

（
議
場
）

　
　
　
　
　
　

★

４
月

１
日　

小
・
中
学
校
教
職
員
合

　
　
　

同
着
任
式
（
第
１
会
議

　
　
　

室
）

８
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
１
回
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

10
日　

消
防
団
役
員
会
（
山
村

　
　
　

開
発
セ
ン
タ
ー
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

次の定例会は、６月です。

（※氏名記入などの簡単な手続きで傍聴できます。）

あなたも議会を
傍聴してみませんか

質
問　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題

に
つ
い
て

質
問　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
再
検
討
に
つ
い
て

質
問　

家
庭
教
育
に
つ
い
て

監査・議会
の動き

＜踏査コース＞

・令和３年度東橋橋梁補修工事

・令和３年度あゆの吊橋周辺親水広場整備工事

・令和３年度災害復旧高地原地内（本橋）配水管布設工事

・令和３年度災害復旧事業高地原仮橋撤去工事

・令和３年度矢祭町水道事業遠方監視装置更新工事

・令和３年度茗荷浄水場管理棟改修工事

・令和３年度喜三配水池防水改修工事

・令和元年度林業専用道戸塚線開設２期工事（繰越）

・令和２年度林業専用道戸塚線開設３期工事（繰越）

・令和３年度戸津辺のサクラ保全整備事業工事

・令和３年度耐震性貯水槽設置工事（東舘字舘本地内）

問答問答

問答問答問答問

答問答問答

問答問答問

答

答
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固定資産税▶１期
納期限（口座振替日）▶５月３１日（火）

水道使用料▶３～４月分
納期限▶５月３１日（火）
口座振替日▶５月２５日（水）

●今月の納税

　最近、当消防本部管内において火災が多発しております。気温も暖か
くなり空気も乾燥していることから、火の取扱いには十分注意し、焚火
やタバコの投捨ては絶対に止めましょう。また、外出前、就寝前には火
の元を確認して矢祭町から火災を起こさないようご協力お願いします。
　県内で新型コロナウイルスの感染者が多く発生しています。不要な外
出はなるべく避け、マスクの着用、手指消毒、うがい等を徹底し感染予
防に努めましょう。また、発熱喉の痛み等の症状が現れた場合は「かか
りつけ病院」または、県ホームページに掲載されている「診察・検査医
療機関」へお問い合わせください。かかりつけ病院がない場合は、受診・
相談センター (毎日２４時間/土日祝日含む )へご相談ください。フリー
ダイヤル０１２０－５６７－７４７です。

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方

を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

説
明
会
へ
の
参
加
に
は
、
事

前
申
込
（
申
込
期
限
▼
令
和
４

年
６
月
15
日
（
水
））
が
必
要
で

す
。
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、

申
込
受
付
を
終
了
い
た
し
ま
す
。

日
時

令
和
４
年
６
月
22
日

　
（
水
）
午
後
２
時
〜
午
後
３

　

時
ま
で

会
場　

白
河
税
務
署
１
階
大
会

　

議
室（
白
河
市
中
田
５
‐
１
）

申
込
先　

白
河
税
務
署
法
人
課

　

税
部
門
☎
２
４
８
‐
２
２
‐

　

７
１
２
８

　

今
年
度
も
、
し
あ
わ
せ
金
婚

夫
婦
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

該
当
者　

昭
和
47
年
１
月
１
日

　

〜
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ

　

れ
た
夫
婦

受
付
期
間　

令
和
４
年
７
月
４

　

日
（
月
）
ま
で

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

電
波
は
航
空
機
や
船
舶
、
警

察
、
消
防
、
救
急
用
な
ど
、
私

た
ち
の
生
活
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
電
波
は
、
こ
ん
な
大
切

な
通
信
を
妨
害
し
て
私
た
ち
の

生
活
や
、
人
命
の
安
全
を
脅
か

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
東
北
総

　

合
通
信
局
相
談
窓
口
☎
０
２

　

２
‐
２
２
１
‐
０
６
４
１

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す

る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る

税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職

員
に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

受
験
資
格　

①
令
和
４
年
４
月

　

１
日
に
お
い
て
高
校
卒
業
後

　

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

　

及
び
令
和
５
年
３
月
ま
で
に

　

高
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　

者
／
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ

　

る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
者

受
験
申
込
受
付
期
間　

令
和
４

　

年
６
月
20
日
（
月
）
〜
６
月

29
日
（
水
）
ま
で

受
験
申
込
方
法　

受
験
申
し
込

　

み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

　

み
と
す
る
。
詳
し
く
は
国
家

　

公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験　

令
和
４
年
９
月

　

４
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人

　

事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎
０

　

２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１

　

／
人
事
院
東
北
事
務
局
０
２

　

２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２

　

全
て
の
人
は
平
等
で
あ
っ
て
、

平
等
に
生
き
る
権
利
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
偏
見
に
基

づ
く
差
別
が
、
現
在
で
も
な
お

残
っ
て
い
ま
す
。特
に「
生
ま
れ
」

に
よ
る
差
別
は
、
平
等
権
に
強

く
反
し
、
個
人
の
尊
重
の
原
理

を
お
か
す
も
の
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
１
日
も
早
く
な
く
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

部
落
差
別
は
、
同
和
問
題
と
も

い
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に
差
別

さ
れ
た
「
え
た
身
分
、
ひ
に
ん
身

分
」
は
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
か

ら
「
解
放
令
」
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
政
府
は
差

別
解
消
の
政
策
を
ほ
と
ん
ど
行
わ

ず
、
そ
の
後
も
就
職
、
教
育
、
結

婚
な
ど
で
差
別
は
続
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
差
別
に
反
対
す
る

部
落
解
放
運
動
が
起
こ
り
、
大
正

11
年
に
は
全
国
水
平
社
が
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

戦
後
に
な
っ
て
、
昭
和
40
年

の
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
で

は
、
部
落
差
別
を
な
く
す
こ
と

が
国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
の

課
題
で
あ
る
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
落
差
別
の
解
消
を

阻
む
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
も
の
に
、
い
わ
ゆ
る
「
え
せ

同
和
行
為
」
が
あ
り
、こ
の
「
え

せ
同
和
行
為
」
を
排
除
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

相
談
先　

み
ん
な
の
人
権
１
１

　

０
番
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３

　

‐
１
１
０
／
子
ど
も
の
人
権

　

１
１
０
番
☎
０
１
２
０
‐
０

　

０
７
‐
１
１
０
／
女
性
の
人

　

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
５
７

　

０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

で
あ
る
５
月
12
日
か
ら
１
週
間

を
活
動
強
化
週
間
と
し
て
い
ま

す
。
民
生
・
児
童
委
員
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
困
り
ご

と
や
介
護
・
医
療
・
子
育
て
の

不
安
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必

要
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
行

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

相　
　

談

募　
　

集

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の

申
込
を
受
付
け
て
い
ま
す

政
や
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
学

校
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ
な
い

で
い
ま
す
。
相
談
内
容
等
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
々

の
暮
ら
し
で
抱
え
る
悩
み
や
不

安
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い

て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念

し
て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

６
月
１
日
を
中
心
に
、
人
権
擁

護
委
員
が
皆
様
の
町
で
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
人
権
相

談
に
応
じ
た
り
、
全
国
的
な
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
も
特
設
相
談
所
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開

催
日
等
を
変
更
す
る
可
能
性
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
越
し
に

な
る
際
は
、
事
前
に
最
寄
り
の

法
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
に
限
ら
ず
、
電
話
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
悩
み

事
が
あ
り
ま
し
た
ら
下
記
の
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
先　

み
ん
な
の
人
権
１
１

　

０
番
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３

　

‐
１
１
０
／
子
ど
も
の
人
権

　

１
１
０
番
☎
０
１
２
０
‐
０

　

０
７
‐
１
１
０
／
女
性
の
人

　

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
５
７

　

０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

人　口 ５,４２３人（－   26）
男 ２,６５９人（－   12）
女 ２,７６４人（－   14）
世　帯 ２,０８０世帯（＋   ４）

人の動き
４月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

今月号では、ごみ問題についてお伝えさせ
ていただきました。現在は、外出自粛など
で家に居る時間が多いので、家庭ごみも増
えているようです。今回の取材を通して、
排出されるごみの量やごみ処理にかかる金
額は想像以上に多く、環境への影響を知り
他人ごとではないなと感じました。私自身
も４Ｒを意識したごみの減量に取り組んで
いきたいと思います。　　　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和4年1月1日～4月15日）

火災件数　 0 件
救急出動　  64 件

消防分署からのお願い

民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
今月号では該当者がおりませんでした

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
関
す
る
説
明
会
を
実
施

税
務
職
員
採
用
試
験
の
お

知
ら
せ

６
月
１
日
〜
10
日
は
「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で
す

部
落
差
別
（
同
和
問
題
）

の
解
消

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
白坂　京子 94 一 3 / 23 下石井
石井　清一 83 喜美男 3 / 30 東　舘
片野　德子 98 元 4 / 3 宝　坂
瀧本　友江 71 一彦 4 / 12 下関河内
石井喜久美 91 康行 4 / 12 上関河内
篠田　愛子 92 良一 4 / 17 関　岡

●お悔み申し上げます（敬称略）
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■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『かわいそうなぞう』

　戦争中、上野動物園で三頭のゾウが殺されまし
た。これは本当にあった悲しいお話をもとにした
名作絵本です。
　毎年終戦記念日に評論家の秋山ちえ子氏が平和
への願いをこめてラジオで朗読し、テレビでも紹
介されました。（秋山ちえ子さんは、2016年 4
月 6日ご逝去されました。）
　1967年から毎年8月15日に朗読してくださっ
た『かわいそうなぞう』。秋山ちえ子さんの蒔い
てくださった種を、わたくしたちは大切に育てて
まいります。心から、ご冥福をお祈り申しあげま
す。　
参考文献：金の星社　
紹介文　（矢祭もったいない図書館）

矢祭町長　佐川 正一郎
▶子ども達に是非読んでほしい
絵本です。今から７７年前、日
本とアメリカが戦争していた時
のことです。東京が空襲で人も
上野動物園の動物たちも住めな
くなってしまいゾウやライオン、
トラたちも移動をすることが出
来ませんでした。食事を与えな
いで餓死させられた３頭のゾウ
の大変悲しいお話です。今、ウ
クライナでもロシアによって悲
惨な事件が起きています。世界
中の人々を震撼させています。
そして、ウクライナの子ども達
も戦争により、日々苦しい思い
をしています。戦争は全てを破
壊してしまいます。一日でも早
く平和が戻ることを願っていま
す。

文▶つちやゆきお

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター5

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12 13 14

● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）
●ウォーキング教室

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

15 16 17 18 19 20 21

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

22 23 24 25 26 27 28
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

● 6か月児健康相談
　         保セ（9：30～9：45）
●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
●リトミック
　         保セ（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　　   保セ（13：00～13：10）
● 2歳児歯科健診
　         保セ（13：00～13：10）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

29 30 31 6/1 2 3 4
●ウォーキング教室

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

5 6 7 8 9 10 11
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

出版社▶金の星社 対象年齢▶幼児～

絵▶たけべもといちろう


